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③ ごのへ議会だより 第41号 ごのへ議会だより 第41号 ②

　
一
般
会
計
の
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
繰
入
金
な
ど
は
19
・
６
％

と
な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や

町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
80
・
４
％

を
占
め
、
町
財
政
の
多
く
が
国

や
県
か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支

出
金
・
交
付
金
）に
頼
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
歳
出
の
人
件
費
や
公
債

費（
借
入
金
返
済
）な
ど
の
義
務
的

経
費
は
、
歳
出
全
体
の
32
・
８
％

を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
８
７
８

１
万
９
千
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

２
億
３
１
３
５
万
円

　
令
和
２
年
度
末
の
不
納
欠
損
額

は
２
７
３
６
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
４
９
０
万
円
増
額
、
処
分
後

の
未
収
金
は
、
２
億
３
１
３
５
万

円
で
、
町
税
と
国
民
健
康
保
険
税

で
82
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

＊【
不
納
欠
損
】

　
債
権
者
が
死
亡
し
相
続

人
が
い
な
い
場
合
や
、
今

後
も
徴
収
の
見
込
み
が
た

た
な
い
場
合
、
そ
の
金
額

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

町
　
債

　
町
財
政
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
合

計
は
、
１
５
３
億
６
１
６
９
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
10
億
８
４
３
２
万
円

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
１９．６％

（町税など）

依存財源
８０．４％

（地方交付税など）

令 和 ２ 年 度 決 算 を 認 定

「
借
入
金 

町
民
一
人
当
た
り
93
万
円
」

基
　
金

　
一
方
、
積
立
金
で
あ
る
基
金
合
計

は
、
50
億
５
６
７
７
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
１
億
０
３
７
１
万
円

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

「
積
立
金 

町
民
一
人
当
た
り
31
万
円
」

＊

その他
2706万円

0.2%

消防費
3億6781万円

3.3%
農林水産業費
4億4850万円

4.0%

商工費
1億7978万円

1.6%
議会費

9167万円
0.8%

町税
14億3240万円

12.5%

自主財源
22億4229万円

19.6%

依存財源
91億7561万円

80.4%

地方交付税
43億0674万円

37.7%

国・県支出金
36億7121万円

32.2%

町債
6億7020万円

5.9%

地方消費税交付金
3億5480万円

3.1%

地方譲与税
1億3397万円

1.2% その他交付金
3869万円

0.3%

その他
3億6337万円

3.2%
繰入金

2億0912万円
1.8%
寄附金

1億2799万円
1.1%

使用料及び手数料
7526万円

0.7%

分担金及び負担金
3415万円

0.3%
民生費

27億2043万円
24.3%

総務費
29億7155万円

26.6%公債費
10億2603万円

9.2%

衛生費
15億8301万円

14.1%

教育費
10億2771万円

9.2%

土木費
7億4576万円

6.7%

歳　出歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

企
業
会
計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業

簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病 院 事 業 会 計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

収　　入

25億9062万円

3億8606万円

歳　　出

支　　出

25億7264万円

5億8767万円

差　　引

1億1830万円 1億1669万円 161万円

差　　引

1798万円

△2億0161万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 令和元年度末 増減額
町税＊

放課後児童クラブ保護者負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
道路占用料
町営住宅使用料及び共益費
土地貸付料（五戸台地分）
奨学資金償還金
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料
下水道受益者負担金・使用料
農業集落排水分担金・使用料
簡易水道使用料
ケーブルテレビ負担金・利用料

8431万円
15万円

275万円
131万円

1万円
524万円
245万円
961万円
91万円

1億2608万円
340万円
814万円
253万円
668万円
85万円

令和２年度末
8052万円

5万円
241万円
107万円

1万円
375万円
246万円
997万円
43万円

1億1118万円
305万円
768万円
190万円
592万円
95万円

△ 379万円
△ 10万円
△ 34万円
△ 24万円

0万円
△ 149万円

1万円
36万円

△ 48万円
△ 1490万円

△ 35万円
△ 46万円
△ 63万円
△ 76万円

10万円

一般会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計
病院事業会計

会　　計　　名 令和２年度末
103億6711万円
24億0658万円
5億6421万円
1億5886万円

18億6493万円

基　　金　　名 基　　金　　名
一般会計財政調整基金
減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金
泉山教育振興基金
木村秀政教育振興基金
公共施設等整備基金
まちづくり特別事業基金
地域福祉基金
江渡恭助人材育成基金
人材育成基金
肉用牛一貫経営支援基金
地域振興基金

高齢者等肉用牛導入事業基金
過疎地域自立促進特別事業基金
ふるさと納税寄附金基金
森林環境譲与税基金
暮らしの道路基金
国民健康保険特別会計財政調整基金
国民健康保険高額療養費貸付基金
介護保険給付費準備基金
下水道事業整備基金
農業集落排水事業減債基金
ケーブルテレビ事業基金

令和２年度末
20億6653万円
6億7452万円
1億4578万円

57万円
183万円

2億0045万円
35万円

101万円
145万円

1302万円
656万円

10億0846万円
合　　　　　　　　　　　計
町　民　１　人　当　た　り

令和２年度末
423万円

1億6412万円
1億1811万円

1954万円
1000万円

3億1281万円
509万円

2億3732万円
2535万円
228万円

3739万円

50億5677万円
31万円

合　　　　　計 153億6169万円
町民１人当たり 93万円

合　　計 2億5442万円 2億3135万円 △ 2307万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借入金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない） 

8864万円

447万円

3117万円

114億1790万円

4億7856万円

21億6302万円

24億4714万円

3億0418万円

8755万円

435万円

3065万円

111億8931万円

4億7564万円

21億5340万円

23億1754万円

3億0163万円

109万円

12万円

52万円

2億2859万円

292万円

962万円

1億2960万円

255万円



③ ごのへ議会だより 第41号 ごのへ議会だより 第41号 ②

　
一
般
会
計
の
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
繰
入
金
な
ど
は
19
・
６
％

と
な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や

町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
80
・
４
％

を
占
め
、
町
財
政
の
多
く
が
国

や
県
か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支

出
金
・
交
付
金
）に
頼
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
歳
出
の
人
件
費
や
公
債

費（
借
入
金
返
済
）な
ど
の
義
務
的

経
費
は
、
歳
出
全
体
の
32
・
８
％

を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
８
７
８

１
万
９
千
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

２
億
３
１
３
５
万
円

　
令
和
２
年
度
末
の
不
納
欠
損
額

は
２
７
３
６
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
４
９
０
万
円
増
額
、
処
分
後

の
未
収
金
は
、
２
億
３
１
３
５
万

円
で
、
町
税
と
国
民
健
康
保
険
税

で
82
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

＊【
不
納
欠
損
】

　
債
権
者
が
死
亡
し
相
続

人
が
い
な
い
場
合
や
、
今

後
も
徴
収
の
見
込
み
が
た

た
な
い
場
合
、
そ
の
金
額

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

町
　
債

　
町
財
政
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
合

計
は
、
１
５
３
億
６
１
６
９
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
10
億
８
４
３
２
万
円

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
１９．６％

（町税など）

依存財源
８０．４％

（地方交付税など）

令 和 ２ 年 度 決 算 を 認 定

「
借
入
金 

町
民
一
人
当
た
り
93
万
円
」

基
　
金

　
一
方
、
積
立
金
で
あ
る
基
金
合
計

は
、
50
億
５
６
７
７
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
１
億
０
３
７
１
万
円

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

「
積
立
金 

町
民
一
人
当
た
り
31
万
円
」

＊

その他
2706万円

0.2%

消防費
3億6781万円

3.3%
農林水産業費
4億4850万円

4.0%

商工費
1億7978万円

1.6%
議会費

9167万円
0.8%

町税
14億3240万円

12.5%

自主財源
22億4229万円

19.6%

依存財源
91億7561万円

80.4%

地方交付税
43億0674万円

37.7%

国・県支出金
36億7121万円

32.2%

町債
6億7020万円

5.9%

地方消費税交付金
3億5480万円

3.1%

地方譲与税
1億3397万円

1.2% その他交付金
3869万円

0.3%

その他
3億6337万円

3.2%
繰入金

2億0912万円
1.8%
寄附金

1億2799万円
1.1%

使用料及び手数料
7526万円

0.7%

分担金及び負担金
3415万円

0.3%
民生費

27億2043万円
24.3%

総務費
29億7155万円

26.6%公債費
10億2603万円

9.2%

衛生費
15億8301万円

14.1%

教育費
10億2771万円

9.2%

土木費
7億4576万円

6.7%

歳　出歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

企
業
会
計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業

簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病 院 事 業 会 計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

収　　入

25億9062万円

3億8606万円

歳　　出

支　　出

25億7264万円

5億8767万円

差　　引

1億1830万円 1億1669万円 161万円

差　　引

1798万円

△2億0161万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 令和元年度末 増減額
町税＊

放課後児童クラブ保護者負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
道路占用料
町営住宅使用料及び共益費
土地貸付料（五戸台地分）
奨学資金償還金
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料
下水道受益者負担金・使用料
農業集落排水分担金・使用料
簡易水道使用料
ケーブルテレビ負担金・利用料

8431万円
15万円

275万円
131万円

1万円
524万円
245万円
961万円
91万円

1億2608万円
340万円
814万円
253万円
668万円
85万円

令和２年度末
8052万円

5万円
241万円
107万円

1万円
375万円
246万円
997万円
43万円

1億1118万円
305万円
768万円
190万円
592万円
95万円

△ 379万円
△ 10万円
△ 34万円
△ 24万円

0万円
△ 149万円

1万円
36万円

△ 48万円
△ 1490万円

△ 35万円
△ 46万円
△ 63万円
△ 76万円

10万円

一般会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計
病院事業会計

会　　計　　名 令和２年度末
103億6711万円
24億0658万円
5億6421万円
1億5886万円

18億6493万円

基　　金　　名 基　　金　　名
一般会計財政調整基金
減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金
泉山教育振興基金
木村秀政教育振興基金
公共施設等整備基金
まちづくり特別事業基金
地域福祉基金
江渡恭助人材育成基金
人材育成基金
肉用牛一貫経営支援基金
地域振興基金

高齢者等肉用牛導入事業基金
過疎地域自立促進特別事業基金
ふるさと納税寄附金基金
森林環境譲与税基金
暮らしの道路基金
国民健康保険特別会計財政調整基金
国民健康保険高額療養費貸付基金
介護保険給付費準備基金
下水道事業整備基金
農業集落排水事業減債基金
ケーブルテレビ事業基金

令和２年度末
20億6653万円
6億7452万円
1億4578万円

57万円
183万円

2億0045万円
35万円

101万円
145万円

1302万円
656万円

10億0846万円
合　　　　　　　　　　　計
町　民　１　人　当　た　り

令和２年度末
423万円

1億6412万円
1億1811万円

1954万円
1000万円

3億1281万円
509万円

2億3732万円
2535万円
228万円

3739万円

50億5677万円
31万円

合　　　　　計 153億6169万円
町民１人当たり 93万円

合　　計 2億5442万円 2億3135万円 △ 2307万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借入金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない） 

8864万円

447万円

3117万円

114億1790万円

4億7856万円

21億6302万円

24億4714万円

3億0418万円

8755万円

435万円

3065万円

111億8931万円

4億7564万円

21億5340万円

23億1754万円

3億0163万円

109万円

12万円

52万円

2億2859万円

292万円

962万円

1億2960万円

255万円
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令和２年度決算を審議

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
町
税
の
不
納
欠
損
額
が
１

２
９
０
万
円
余
計
上
さ
れ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
っ
た
か
と
は
思
う
が
、
不

納
欠
損
処
分
す
る
に
至
っ
た

原
因
は
。

答
竹
洞
税
務
課
長

　
当
事
者
と
の
話
合
い
や
、

督
促
、
催
促
の
手
続
を
と
り

納
付
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

働
き
か
け
を
行
っ
た
が
、
法
令

に
定
め
ら
れ
て
い
る
消
滅
時

効
を
迎
え
た
た
め
、
不
納
欠

損
処
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
還
付
金
が
生
ず
る
に
至
っ

た
経
緯
は
。

答
竹
洞
税
務
課
長

　
還
付
金
で
一
番
多
い
の
は
、

法
人
町
民
税
で
あ
る
。
制
度

上
、
中
間
納
付
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
事
業
年
度
終
了
後

に
確
定
申
告
し
た
結
果
、
中

間
納
付
で
納
付
し
た
額
の
方

が
多
か
っ
た
た
め
還
付
す
る

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。

　
ま
た
、
他
の
町
税
に
お
い

て
も
、
異
動
や
所
得
の
更
正

等
に
よ
り
、
税
額
が
減
額
と

な
っ
た
場
合
に
還
付
し
て
い

る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
前
記
で
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
町
税
過
誤
納
還
付
金
と

は
別
に
、
町
税
過
誤
納
返
還

金
と
い
う
科
目
が
あ
る
が
、

還
付
金
と
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
る
の
か
。

答
竹
洞
税
務
課
長

　
還
付
金
は
法
令
に
基
づ
き
、

５
年
前
ま
で
遡
っ
て
還
付
で

き
る
が
、
例
え
ば
、
デ
ー
タ

の
入
力
誤
り
等
の
ミ
ス
で
還

付
金
が
発
生
す
る
な
ど
、
町

側
に
落
ち
度
が
あ
っ
た
場
合

に
、
５
年
を
超
え
て
還
付
す

る
時
に
使
用
す
る
科
目
で
あ

る
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
統
計
調
査
員
報
酬
５
４
２

万
１
千
円
余
の
内
訳
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
令
和
２
年
度
は
２
つ
の
統

計
調
査
が
あ
っ
た
。

　
１
つ
目
は
、
工
業
統
計
調

査
で
、
調
査
員
３
名
分
と
し

て
５
万
７
千
円
余
を
計
上
し

て
い
る
。

　
２
つ
目
は
、
５
年
に
１
度

の
大
き
な
調
査
で
あ
る
国
勢

調
査
で
、
調
査
員
88
名
及
び

指
導
員
14
名
分
と
し
て
５
３

６
万
４
千
円
余
を
計
上
し
て

い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
補
助
金
は
ど
う
い
っ

た
場
合
に
交
付
さ
れ
る
の
か
。

答
中
村
農
林
課
長

　
生
食
用
り
ん
ご
の
在
庫
が

一
定
量
を
上
回
っ
た
場
合

や
、
市
場
価
格
が
一
定
基
準

を
下
回
っ
た
場
合
な
ど
に
、

需
給
価
格
の
安
定
を
目
的
と

し
て
補
填
す
る
事
業
で
あ

る
。
県
35
％
、
町
15
％
、
出

荷
団
体
50
％
の
負
担
割
合
で

運
用
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
五

戸
ま
つ
り
が
中
止
と
な
っ
た

が
、
ま
つ
り
の
伝
統
の
継
承

と
、
お
囃
子
の
稽
古
に
励
む

山
車
組
へ
の
支
援
と
い
う
こ

と
で
、
各
山
車
組
に
10
万
円

を
補
助
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
各
山
車
組
で
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
か
報
告
は
受
け
て

い
る
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
各
山
車
組
か
ら
報
告
は
受

け
て
お
り
、
使
い
道
の
主
な

も
の
と
し
て
は
、
ま
つ
り
で

使
用
す
る
太
鼓
や
バ
チ
の
修

繕
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
こ
の
交
付
金
１
１
８
０
万

５
千
円
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
こ
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

２
件
交
付
し
て
い
る
。

　
１
件
目
は
、
観
光
の
総
合

的
な
振
興
発
展
の
た
め
の
補

助
金
と
し
て
、
１
１
２
０
万

５
千
円
を
五
戸
町
観
光
協
会

に
交
付
し
て
い
る
。

　
２
件
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
、
ご
の
へ
夏
ま

つ
り
の
花
火
大
会
が
中
止
に

な
り
、
集
ま
っ
た
有
志
で
花

火
を
打
ち
上
げ
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
に
対
す
る
交
付

金
と
し
て
60
万
円
を
交
付
し

た
も
の
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
五
戸
町
観
光
協
会
に
お
け

る
交
付
金
の
使
い
道
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
毎
年
報
告
を
受
け
て
お

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
観
光

協
会
の
職
員
の
人
件
費
と

な
っ
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な

観
光
事
業
が
中
止
又
は
延
期

に
な
る
中
で
、
観
光
協
会
の

活
動
の
あ
り
方
と
い
う
も
の

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
年
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
例
年
と
同
じ
交
付
金
額
を

交
付
し
て
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
活
動
が
な
か
な
か
で
き
な

い
と
い
う
現
状
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
観
光
協
会
の
あ

り
方
の
考
え
に
つ
い
て
、
変

化
や
進
展
は
あ
っ
た
か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
観
光
協
会
の
方
に
も
会
議

等
が
あ
れ
ば
、
観
光
協
会
の

あ
り
方
の
問
題
に
つ
い
て
の

投
げ
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
自
立
し

て
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
一

番
い
い
が
、
そ
う
も
い
か
な

い
た
め
、
例
え
ば
、
町
の
業

務
の
一
部
を
手
伝
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
も
含
め
て
議
論
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
も
う
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
予
算
執
行
さ
れ
な
か
っ
た

金
額
が
、
６
８
５
万
３
千
円

余
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
に

対
し
て
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
た
の
か
疑
問
で

あ
る
。
こ
の
予
算
を
消
防
団

員
の
福
利
厚
生
や
処
遇
の
向

上
に
使
う
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
町
税
の
収
入
未
済
額
が

８
０
０
０
万
円
余
計
上
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
額
の
一
定
の

割
合
が
、
翌
年
度
の
不
納
欠

損
額
と
し
て
計
上
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の

か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
不
納
欠
損
額
や
収
入
未
済

額
は
、
町
税
だ
け
で
は
な
く

他
の
会
計
に
も
あ
る
た
め
、

今
年
度
中
に
関
係
す
る
担
当

課
長
が
集
ま
っ
て
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

不
納
欠
損
額
や
収
入
未
済
額

を
少
な
く
す
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
こ
の
工
事
に
関
連
し
て
、

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
、

水
道
加
入
負
担
金
も
計
上
さ

れ
て
い
た
が
、
執
行
さ
れ
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
川
村
財
政
課
長

　
当
初
は
、
町
の
方
で
負
担

す
る
考
え
で
あ
っ
た
が
、
協

議
の
結
果
、
新
町
自
治
会
の

方
で
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
奨
励
金
の
内
容
と
実

績
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
リ
ス
ク
の
高
い
人
口
密

集
地
を
避
け
、
県
内
企
業
等

に
就
職
し
、
五
戸
町
に
定
住

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

交
付
し
て
い
る
。

　
奨
励
金
の
額
に
つ
い
て
は
、

県
内
企
業
等
に
就
職
内
定
す

れ
ば
10
万
円
、
そ
の
後
、
五

戸
町
に
定
住
す
れ
ば
更
に
15

万
円
を
交
付
す
る
。

　
交
付
実
績
と
し
て
は
、
件

数
が
10
件
で
、
合
計
２
５
０

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
本

来
町
外
に
行
く
予
定
だ
っ
た

方
が
、
五
戸
町
に
居
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
声
が
多
け
れ
ば
、

こ
の
事
業
は
成
功
だ
っ
た
と

判
断
で
き
る
と
思
う
が
、
交

付
し
た
方
に
対
し
て
そ
の
後

の
調
査
な
ど
は
行
っ
た
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
こ
の
制
度
が
で
き
て
間
も

な
い
た
め
、
交
付
し
た
後
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
調

査
し
検
証
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
令
和
２
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
受
入
件
数
は
９
５
５
１

件
、
受
入
額
は
１
億
１
７
１

９
万
４
千
円
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
中
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
複
数
回
納
税
さ
れ
た

リ
ピ
ー
タ
ー
は
ど
の
く
ら
い

い
る
か
。

答
川
村
財
政
課
長

　
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
今
後
集
計
す

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

決
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 中川原 賢治 委員長

一
般
会
計
歳
入

【
総
務
費
】

一
般
会
計
歳
出

立場公園内に新設されたトイレお囃子の稽古に励む子どもたち

【
農
林
水
産
業
費
】

【
商
工
費
】

【
消
防
費
】

　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：中川原賢治議員、副委員長：松山泰治議員）を
設置し、令和２年度の一般会計決算、各特別会計決算及び病院事業会計決算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

町
税
不
納
欠
損
額

町
税
過
誤
納
還
付
金

町
税
過
誤
納
返
還
金

統
計
調
査
員
報
酬

町
税
収
入
未
済
額

立
場
公
園
ト
イ
レ
建
設

工
事
費

新
社
会
人
ふ
る
さ
と

定
住
奨
励
金

報
償
費（
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
等
）

り
ん
ご
緊
急
需
給
対
策

事
業
費
補
助
金

五
戸
ま
つ
り
事
業
費

補
助
金

町
観
光
振
興
事
業
費

交
付
金

非
常
備
消
防
費 りんご 青森シャモロック長いも

人気のある主なふるさと納税返礼品

※写真はイメージです
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令和２年度決算を審議

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
町
税
の
不
納
欠
損
額
が
１

２
９
０
万
円
余
計
上
さ
れ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
っ
た
か
と
は
思
う
が
、
不

納
欠
損
処
分
す
る
に
至
っ
た

原
因
は
。

答
竹
洞
税
務
課
長

　
当
事
者
と
の
話
合
い
や
、

督
促
、
催
促
の
手
続
を
と
り

納
付
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

働
き
か
け
を
行
っ
た
が
、
法
令

に
定
め
ら
れ
て
い
る
消
滅
時

効
を
迎
え
た
た
め
、
不
納
欠

損
処
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
還
付
金
が
生
ず
る
に
至
っ

た
経
緯
は
。

答
竹
洞
税
務
課
長

　
還
付
金
で
一
番
多
い
の
は
、

法
人
町
民
税
で
あ
る
。
制
度

上
、
中
間
納
付
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
事
業
年
度
終
了
後

に
確
定
申
告
し
た
結
果
、
中

間
納
付
で
納
付
し
た
額
の
方

が
多
か
っ
た
た
め
還
付
す
る

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。

　
ま
た
、
他
の
町
税
に
お
い

て
も
、
異
動
や
所
得
の
更
正

等
に
よ
り
、
税
額
が
減
額
と

な
っ
た
場
合
に
還
付
し
て
い

る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
前
記
で
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
町
税
過
誤
納
還
付
金
と

は
別
に
、
町
税
過
誤
納
返
還

金
と
い
う
科
目
が
あ
る
が
、

還
付
金
と
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
る
の
か
。

答
竹
洞
税
務
課
長

　
還
付
金
は
法
令
に
基
づ
き
、

５
年
前
ま
で
遡
っ
て
還
付
で

き
る
が
、
例
え
ば
、
デ
ー
タ

の
入
力
誤
り
等
の
ミ
ス
で
還

付
金
が
発
生
す
る
な
ど
、
町

側
に
落
ち
度
が
あ
っ
た
場
合

に
、
５
年
を
超
え
て
還
付
す

る
時
に
使
用
す
る
科
目
で
あ

る
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
統
計
調
査
員
報
酬
５
４
２

万
１
千
円
余
の
内
訳
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
令
和
２
年
度
は
２
つ
の
統

計
調
査
が
あ
っ
た
。

　
１
つ
目
は
、
工
業
統
計
調

査
で
、
調
査
員
３
名
分
と
し

て
５
万
７
千
円
余
を
計
上
し

て
い
る
。

　
２
つ
目
は
、
５
年
に
１
度

の
大
き
な
調
査
で
あ
る
国
勢

調
査
で
、
調
査
員
88
名
及
び

指
導
員
14
名
分
と
し
て
５
３

６
万
４
千
円
余
を
計
上
し
て

い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
補
助
金
は
ど
う
い
っ

た
場
合
に
交
付
さ
れ
る
の
か
。

答
中
村
農
林
課
長

　
生
食
用
り
ん
ご
の
在
庫
が

一
定
量
を
上
回
っ
た
場
合

や
、
市
場
価
格
が
一
定
基
準

を
下
回
っ
た
場
合
な
ど
に
、

需
給
価
格
の
安
定
を
目
的
と

し
て
補
填
す
る
事
業
で
あ

る
。
県
35
％
、
町
15
％
、
出

荷
団
体
50
％
の
負
担
割
合
で

運
用
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
こ
の
補
助
金
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
五

戸
ま
つ
り
が
中
止
と
な
っ
た

が
、
ま
つ
り
の
伝
統
の
継
承

と
、
お
囃
子
の
稽
古
に
励
む

山
車
組
へ
の
支
援
と
い
う
こ

と
で
、
各
山
車
組
に
10
万
円

を
補
助
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
各
山
車
組
で
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
か
報
告
は
受
け
て

い
る
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
各
山
車
組
か
ら
報
告
は
受

け
て
お
り
、
使
い
道
の
主
な

も
の
と
し
て
は
、
ま
つ
り
で

使
用
す
る
太
鼓
や
バ
チ
の
修

繕
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
こ
の
交
付
金
１
１
８
０
万

５
千
円
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
こ
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

２
件
交
付
し
て
い
る
。

　
１
件
目
は
、
観
光
の
総
合

的
な
振
興
発
展
の
た
め
の
補

助
金
と
し
て
、
１
１
２
０
万

５
千
円
を
五
戸
町
観
光
協
会

に
交
付
し
て
い
る
。

　
２
件
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
、
ご
の
へ
夏
ま

つ
り
の
花
火
大
会
が
中
止
に

な
り
、
集
ま
っ
た
有
志
で
花

火
を
打
ち
上
げ
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
に
対
す
る
交
付

金
と
し
て
60
万
円
を
交
付
し

た
も
の
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
五
戸
町
観
光
協
会
に
お
け

る
交
付
金
の
使
い
道
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
毎
年
報
告
を
受
け
て
お

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
観
光

協
会
の
職
員
の
人
件
費
と

な
っ
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な

観
光
事
業
が
中
止
又
は
延
期

に
な
る
中
で
、
観
光
協
会
の

活
動
の
あ
り
方
と
い
う
も
の

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ

た
年
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
例
年
と
同
じ
交
付
金
額
を

交
付
し
て
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
活
動
が
な
か
な
か
で
き
な

い
と
い
う
現
状
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
観
光
協
会
の
あ

り
方
の
考
え
に
つ
い
て
、
変

化
や
進
展
は
あ
っ
た
か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
観
光
協
会
の
方
に
も
会
議

等
が
あ
れ
ば
、
観
光
協
会
の

あ
り
方
の
問
題
に
つ
い
て
の

投
げ
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
自
立
し

て
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
一

番
い
い
が
、
そ
う
も
い
か
な

い
た
め
、
例
え
ば
、
町
の
業

務
の
一
部
を
手
伝
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
も
含
め
て
議
論
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
も
う
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
予
算
執
行
さ
れ
な
か
っ
た

金
額
が
、
６
８
５
万
３
千
円

余
と
な
っ
て
お
り
、
住
民
に

対
し
て
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
た
の
か
疑
問
で

あ
る
。
こ
の
予
算
を
消
防
団

員
の
福
利
厚
生
や
処
遇
の
向

上
に
使
う
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
町
税
の
収
入
未
済
額
が

８
０
０
０
万
円
余
計
上
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
額
の
一
定
の

割
合
が
、
翌
年
度
の
不
納
欠

損
額
と
し
て
計
上
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の

か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
不
納
欠
損
額
や
収
入
未
済

額
は
、
町
税
だ
け
で
は
な
く

他
の
会
計
に
も
あ
る
た
め
、

今
年
度
中
に
関
係
す
る
担
当

課
長
が
集
ま
っ
て
対
策
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

不
納
欠
損
額
や
収
入
未
済
額

を
少
な
く
す
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
こ
の
工
事
に
関
連
し
て
、

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
、

水
道
加
入
負
担
金
も
計
上
さ

れ
て
い
た
が
、
執
行
さ
れ
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
川
村
財
政
課
長

　
当
初
は
、
町
の
方
で
負
担

す
る
考
え
で
あ
っ
た
が
、
協

議
の
結
果
、
新
町
自
治
会
の

方
で
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
奨
励
金
の
内
容
と
実

績
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
リ
ス
ク
の
高
い
人
口
密

集
地
を
避
け
、
県
内
企
業
等

に
就
職
し
、
五
戸
町
に
定
住

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

交
付
し
て
い
る
。

　
奨
励
金
の
額
に
つ
い
て
は
、

県
内
企
業
等
に
就
職
内
定
す

れ
ば
10
万
円
、
そ
の
後
、
五

戸
町
に
定
住
す
れ
ば
更
に
15

万
円
を
交
付
す
る
。

　
交
付
実
績
と
し
て
は
、
件

数
が
10
件
で
、
合
計
２
５
０

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、
本

来
町
外
に
行
く
予
定
だ
っ
た

方
が
、
五
戸
町
に
居
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
声
が
多
け
れ
ば
、

こ
の
事
業
は
成
功
だ
っ
た
と

判
断
で
き
る
と
思
う
が
、
交

付
し
た
方
に
対
し
て
そ
の
後

の
調
査
な
ど
は
行
っ
た
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
こ
の
制
度
が
で
き
て
間
も

な
い
た
め
、
交
付
し
た
後
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
調

査
し
検
証
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
令
和
２
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
受
入
件
数
は
９
５
５
１

件
、
受
入
額
は
１
億
１
７
１

９
万
４
千
円
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
中
に
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
複
数
回
納
税
さ
れ
た

リ
ピ
ー
タ
ー
は
ど
の
く
ら
い

い
る
か
。

答
川
村
財
政
課
長

　
リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
今
後
集
計
す

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

決
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 中川原 賢治 委員長

一
般
会
計
歳
入

【
総
務
費
】

一
般
会
計
歳
出

立場公園内に新設されたトイレお囃子の稽古に励む子どもたち

【
農
林
水
産
業
費
】

【
商
工
費
】

【
消
防
費
】

　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：中川原賢治議員、副委員長：松山泰治議員）を
設置し、令和２年度の一般会計決算、各特別会計決算及び病院事業会計決算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

町
税
不
納
欠
損
額

町
税
過
誤
納
還
付
金

町
税
過
誤
納
返
還
金

統
計
調
査
員
報
酬

町
税
収
入
未
済
額

立
場
公
園
ト
イ
レ
建
設

工
事
費

新
社
会
人
ふ
る
さ
と

定
住
奨
励
金

報
償
費（
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
等
）

り
ん
ご
緊
急
需
給
対
策

事
業
費
補
助
金

五
戸
ま
つ
り
事
業
費

補
助
金

町
観
光
振
興
事
業
費

交
付
金

非
常
備
消
防
費 りんご 青森シャモロック長いも

人気のある主なふるさと納税返礼品

※写真はイメージです
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答
石
田
総
務
課
長

　
消
防
の
場
合
、
ど
う
し
て

も
災
害
や
火
事
が
発
生
し
た

場
合
、
出
動
手
当
等
を
支
払

う
こ
と
と
な
る
た
め
、
年
度

末
ま
で
ど
の
よ
う
な
災
害
が

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
多
め
に
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。
こ
の
事
務

処
理
に
つ
い
て
は
、
専
決
処

分
で
調
整
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
消
防
団
員
の
福
利

厚
生
に
つ
い
て
も
、
本
団
の

方
と
も
協
議
し
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
工
事
費
と
し
て
１
５
０
０

万
円
余
が
使
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
工

事
に
使
わ
れ
た
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　
昨
年
７
月
に
雷
の
被
害
を

受
け
た
、
又
重
地
区
簡
易
水

道
施
設
の
復
旧
工
事
に
６
８

❶
令
和
２
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決

算
に
つ
い
て

❷
令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

❸
令
和
２
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
【
内
容
】

・
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
の
５
か
年
に
係

る
五
戸
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
を
策
定
す
る

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
産
業
振
興
促
進
区

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
【
内
容
】

・
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
規
定
す
る
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町

村
計
画
に
記
載
さ
れ
た
産

業
振
興
促
進
区
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
事
業
基
金
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
億
５
５
５
５
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

93
億
５
２
１
９
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
改
訂
業
務
委
託
料

２
９
２
万
６
千
円

・
町
有
施
設
修
繕
工
事

３
７
０
万
６
千
円

・
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
改
修
基

本
構
想
策
定
業
務
委
託
料

１
０
５
万
８
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

３
５
２
万
７
千
円

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
億
８
４
２
４
万
３
千
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

１
８
２
９
万
円

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
出
金

１
７
６
万
５
千
円

・
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
繰

出
金

２
４
３
万
１
千
円

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
交
付
金

43
万
８
千
円

・
飲
食
店
専
用
応
援
チ
ケ
ッ

ト
発
行
事
業
費
補
助
金

７
０
８
万
３
千
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託
料

２
２
０
０
万
円

・
町
道
維
持
修
繕
工
事
費

１
６
２
０
万
円

・
町
道
舗
装
修
繕
工
事
費

１
８
７
５
万
円

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金

８
０
１
万
６
千
円

・
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
繰
出
金

１
７
８
万
２
千
円

・
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備

工
事
費

１
２
５
万
円

・
管
内
中
学
校
施
設
改
修
工

事
費

１
５
２
万
４
千
円

❷
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
１
９
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
７
２
１
２
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金

△
７
０
９
万
６
千
円

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金
償

還
金

１
０
２
９
万
１
千
円

❸
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
５
２
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

23
億
５
２
９
４
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
職
員
手
当
等

３
２
３
万
５
千
円

・
職
員
共
済
組
合
負
担
金

　（
一
般
職
）

29
万
２
千
円

❹
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

８
０
１
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
９
１
９
１
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

１
９
７
万
円

・
馬
淵
川
流
域
下
水
道
維
持

管
理
費
負
担
金
精
算
金

３
１
７
万
９
千
円

２
万
円
、
荷
軽
井
地
区
簡
易

水
道
施
設
の
復
旧
工
事
に
２

３
１
万
円
の
工
事
を
そ
れ
ぞ

れ
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他

と
し
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

交
換
工
事
２
４
４
万
２
千
円

な
ど
、
主
に
維
持
修
繕
的
な

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
布
設
さ
れ
て
い
る
水
道
管

等
の
老
朽
化
が
進
み
、
万
が

一
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
受
益
者
の
皆
様

が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
耐
震
化
な
ど

の
改
修
修
繕
を
ど
の
よ
う
な

方
向
で
進
め
て
い
く
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　
確
か
に
水
道
管
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
耐
震
化
は

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
た
だ
、
ど
う
し
て
も
事

業
費
が
大
き
く
、
国
の
交
付

金
の
補
助
率
が
４
分
の
１
と

低
い
た
め
、
他
の
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
な
ど
も
調

査
し
な
が
ら
、
必
要
な
箇
所

か
ら
順
次
対
応
し
て
い
き
た

い
。

❶
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

の
決
定

【
内
容
】

・
町
道
下
長
下
観
音
堂
線
で

発
生
し
た
道
路
上
の
舗
装

劣
化
に
よ
る
車
両
物
損
事

故
の
損
害
賠
償
請
求
に
関

す
る
も
の

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
個
人
情
報
保
護
条

例
及
び
五
戸
町
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
」の

改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
２
８
４
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

88
億
９
６
６
３
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金

９
６
７
万
１
千
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託
料

２
２
７
万
６
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
副
町
長
の
選
任

◎
大
久
保
　
均
氏（
72
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
大
森

　【
再
任
】

主
な
職
歴

　
東
京
都
庁
職
員

　
旧
福
地
村
職
員

　
　
企
画
振
興
課
参
事

　
南
部
町
職
員

　
　
商
工
観
光
課
参
事

　
五
戸
町
議
会
議
員

　
　
副
議
長

任
期

　
令
和
３
年
９
月
８
日
〜

　
令
和
７
年
９
月
７
日

全
員
賛
成
で
同
意

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
出

五戸町・新郷村
特別プレミアム付共通商品券

議決件数　３件

原案可決

２　件

同　　意

１　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第16回　令和３年８月　臨時会
８月24日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　16件

原案可決

12　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第17回　令和３年９月　定例会
９月９日から15日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

報
告
　
１
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
１
件

人
事
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

お
お

く

ぼ

ひ
と
し

水
道
施
設
維
持
管
理

修
繕
工
事
費

町
長
提
出
案
件

町
長
追
加
提
出
案
件

報
告
　
３
件

条
例
の
制
定
　
１
件

計
画
の
策
定
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
１
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
８
件

町
長
提
出
案
件



⑦ ごのへ議会だより 第41号 ごのへ議会だより 第41号 ⑥

答
石
田
総
務
課
長

　
消
防
の
場
合
、
ど
う
し
て

も
災
害
や
火
事
が
発
生
し
た

場
合
、
出
動
手
当
等
を
支
払

う
こ
と
と
な
る
た
め
、
年
度

末
ま
で
ど
の
よ
う
な
災
害
が

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
多
め
に
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。
こ
の
事
務

処
理
に
つ
い
て
は
、
専
決
処

分
で
調
整
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
消
防
団
員
の
福
利

厚
生
に
つ
い
て
も
、
本
団
の

方
と
も
協
議
し
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
工
事
費
と
し
て
１
５
０
０

万
円
余
が
使
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
工

事
に
使
わ
れ
た
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　
昨
年
７
月
に
雷
の
被
害
を

受
け
た
、
又
重
地
区
簡
易
水

道
施
設
の
復
旧
工
事
に
６
８

❶
令
和
２
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決

算
に
つ
い
て

❷
令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

❸
令
和
２
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
【
内
容
】

・
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
の
５
か
年
に
係

る
五
戸
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
を
策
定
す
る

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
産
業
振
興
促
進
区

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条

例
【
内
容
】

・
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
規
定
す
る
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町

村
計
画
に
記
載
さ
れ
た
産

業
振
興
促
進
区
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
事
業
基
金
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
億
５
５
５
５
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

93
億
５
２
１
９
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
改
訂
業
務
委
託
料

２
９
２
万
６
千
円

・
町
有
施
設
修
繕
工
事

３
７
０
万
６
千
円

・
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
改
修
基

本
構
想
策
定
業
務
委
託
料

１
０
５
万
８
千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

３
５
２
万
７
千
円

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
億
８
４
２
４
万
３
千
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
接
種
業
務
委
託
料

１
８
２
９
万
円

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
出
金

１
７
６
万
５
千
円

・
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
繰

出
金

２
４
３
万
１
千
円

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
交
付
金

43
万
８
千
円

・
飲
食
店
専
用
応
援
チ
ケ
ッ

ト
発
行
事
業
費
補
助
金

７
０
８
万
３
千
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託
料

２
２
０
０
万
円

・
町
道
維
持
修
繕
工
事
費

１
６
２
０
万
円

・
町
道
舗
装
修
繕
工
事
費

１
８
７
５
万
円

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金

８
０
１
万
６
千
円

・
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
繰
出
金

１
７
８
万
２
千
円

・
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備

工
事
費

１
２
５
万
円

・
管
内
中
学
校
施
設
改
修
工

事
費

１
５
２
万
４
千
円

❷
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
１
９
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
７
２
１
２
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金

△
７
０
９
万
６
千
円

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金
償

還
金

１
０
２
９
万
１
千
円

❸
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
５
２
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

23
億
５
２
９
４
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
職
員
手
当
等

３
２
３
万
５
千
円

・
職
員
共
済
組
合
負
担
金

　（
一
般
職
）

29
万
２
千
円

❹
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

８
０
１
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
９
１
９
１
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

１
９
７
万
円

・
馬
淵
川
流
域
下
水
道
維
持

管
理
費
負
担
金
精
算
金

３
１
７
万
９
千
円

２
万
円
、
荷
軽
井
地
区
簡
易

水
道
施
設
の
復
旧
工
事
に
２

３
１
万
円
の
工
事
を
そ
れ
ぞ

れ
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
他

と
し
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

交
換
工
事
２
４
４
万
２
千
円

な
ど
、
主
に
維
持
修
繕
的
な

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
布
設
さ
れ
て
い
る
水
道
管

等
の
老
朽
化
が
進
み
、
万
が

一
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
受
益
者
の
皆
様

が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
耐
震
化
な
ど

の
改
修
修
繕
を
ど
の
よ
う
な

方
向
で
進
め
て
い
く
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　
確
か
に
水
道
管
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
耐
震
化
は

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
た
だ
、
ど
う
し
て
も
事

業
費
が
大
き
く
、
国
の
交
付

金
の
補
助
率
が
４
分
の
１
と

低
い
た
め
、
他
の
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
な
ど
も
調

査
し
な
が
ら
、
必
要
な
箇
所

か
ら
順
次
対
応
し
て
い
き
た

い
。

❶
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

の
決
定

【
内
容
】

・
町
道
下
長
下
観
音
堂
線
で

発
生
し
た
道
路
上
の
舗
装

劣
化
に
よ
る
車
両
物
損
事

故
の
損
害
賠
償
請
求
に
関

す
る
も
の

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
個
人
情
報
保
護
条

例
及
び
五
戸
町
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
」の

改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
２
８
４
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

88
億
９
６
６
３
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金

９
６
７
万
１
千
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託
料

２
２
７
万
６
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
副
町
長
の
選
任

◎
大
久
保
　
均
氏（
72
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
大
森

　【
再
任
】

主
な
職
歴

　
東
京
都
庁
職
員

　
旧
福
地
村
職
員

　
　
企
画
振
興
課
参
事

　
南
部
町
職
員

　
　
商
工
観
光
課
参
事

　
五
戸
町
議
会
議
員

　
　
副
議
長

任
期

　
令
和
３
年
９
月
８
日
〜

　
令
和
７
年
９
月
７
日

全
員
賛
成
で
同
意

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
出

五戸町・新郷村
特別プレミアム付共通商品券

議決件数　３件

原案可決

２　件

同　　意

１　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第16回　令和３年８月　臨時会
８月24日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　16件

原案可決

12　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第17回　令和３年９月　定例会
９月９日から15日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

報
告
　
１
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
１
件

人
事
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

お
お

く

ぼ

ひ
と
し

水
道
施
設
維
持
管
理

修
繕
工
事
費

町
長
提
出
案
件

町
長
追
加
提
出
案
件

報
告
　
３
件

条
例
の
制
定
　
１
件

計
画
の
策
定
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
１
件

令
和
３
年
度
補
正
予
算
　
８
件

町
長
提
出
案
件



お がた ひろゆき

尾形　裕之 議員

⑨ ごのへ議会だより 第41号 ごのへ議会だより 第41号 ⑧

❺
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
２
４
３
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
３
４
５
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
職
員
手
当
等

　
　
　
　
１
０
６
万
２
千
円

・
浄
化
槽
設
計
業
務
委
託
料

99
万
円

❻
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
１
７
６
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

８
７
６
８
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

　
　
　
　
36
万
６
千
円

・
職
員
手
当
等

１
０
１
万
７
千
円

❼
住
宅
用
地
造
成
事
業
等

特
別
会
計
補
正
予
算

  

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
１
７
８
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

２
８
５
８
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
水
道
管
引
込
工
事
負
担
金

　
　
　
　
１
７
８
万
２
千
円

❽
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

 

（
第
１
号
）

〇
収
益
的
収
入

２
億
３
５
０
６
万
９
千
円
増
の

21
億
６
８
９
０
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

に
よ
る
も
の

〇
収
益
的
支
出

　
６
７
１
万
円
増
の

27
億
３
６
４
０
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
医
師
住
宅
１
号
除
却
工
事

費
を
資
本
的
支
出
へ
予
算

の
組
換
え
を
す
る
こ
と
に

よ
る
も
の

・
令
和
２
年
度
に
購
入
し
た

医
療
機
器
等
に
係
る
減
価

償
却
費
に
よ
る
も
の

〇
資
本
的
収
入

５
２
１
０
万
３
千
円
増
の

４
億
４
８
４
８
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

に
よ
る
も
の

〇
資
本
的
支
出

５
６
８
万
５
千
円
増
の

６
億
９
２
０
６
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
収
益
的
支
出
か
ら
組
換
え

の
医
師
住
宅
１
号
除
却
工

事
費
及
び
医
師
住
宅
１
号

設
計
業
務
委
託
料
に
よ
る

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
令
和
２
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

❷
令
和
２
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

（
詳
細
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
、

審
議
内
容
は
４
〜
６
ペ
ー
ジ
）

全
員
賛
成
で
認
定

❶
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
小
泉
　
等
氏（
46
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
大
開

　【
再
任
】

主
な
職
歴
等

　
小
泉
建
具
製
作
所（
自
営
）

　
五
戸
町
立
五
戸
小
学
校

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

任
期

　
令
和
３
年
10
月
１
日
〜

　
令
和
７
年
９
月
30
日

❷
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

◎
金
　
正
夫
氏（
68
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
大
森

　【
新
任
】

主
な
職
歴
等

三
菱
製
紙
株
式
会
社

八
戸
工
場

社
会
福
祉
法
人

　
三
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会

任
期令

和
３
年
９
月
19
日
〜

令
和
６
年
９
月
18
日

全
員
賛
成
で
同
意

❶
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

【
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
変
異
株
の

猛
威
も
加
わ
り
、
我
が
国

の
各
方
面
に
甚
大
な
経
済

的
・
社
会
的
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
国
民
生
活
へ

の
不
安
が
続
い
て
い
る
中

で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続

的
に
提
供
し
て
い
く
た
め

に
、
地
方
税
財
源
の
充
実

を
強
く
国
に
要
望
す
る
も

の
全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

町
長
追
加
提
出
案
件

議
会
提
出
案
件

こ
い
ず
み

こ
ん

ま
さ

お

ひ
と
し

分譲受付を開始したひばり野の丘  宅地分譲地

　
青
森
県
並
び
に
県
内
17
市

町
村
で
は
、
女
性
の
生
理
用

品
を
無
償
配
布
し
て
い
る
。

　
五
戸
町
で
は
い
つ
や
る
の

か
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
経
済

的
困
窮
や
家
庭
的
な
理
由
で

生
理
用
品
の
用
意
が
で
き
な

い
方
に
対
し
て
、
災
害
備
蓄

用
品
等
を
活
用
し
た
無
償
配

布
の
体
制
を
整
え
支
援
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

　
配
布
の
際
に
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
役
場
な

ど
の
窓
口
に
設
置
す
る
カ
ー

ド
提
示
の
み
で
受
け
取
れ
る

よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
小
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
保
健
室

で
養
護
教
諭
を
通
じ
て
受
け

取
れ
る
よ
う
対
策
す
る
。

　
令
和
３
年
度
９
月
補
正
予

算
で
関
連
予
算
を
要
求
し
て

お
り
、
可
決
後
、
速
や
か
に

進
め
て
い
く
。

　
以
前
に
も
質
問
し
た
が
、

五
戸
町
で
は
い
つ
手
話
言
語

条
例
を
制
定
す
る
の
か
。

　
条
例
制
定
に
向
け
た
活
動

と
し
て
、
令
和
２
年
度
は
、

五
戸
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

手
話
番
組
を
放
送
し
、
令
和

３
年
度
は
、
町
の
補
助
事
業

に
よ
り
、
手
話
普
及
活
動
事

業
を
計
画
し
て
い
る
。

　
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
も
、

地
元
関
係
団
体
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
人
材
育
成
及
び

手
話
言
語
に
対
す
る
理
解
を

広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
等

を
協
議
・
検
討
し
、
令
和
４

年
３
月
定
例
会
に
条
例
案
を

上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
者
に

よ
る
世
界
デ
フ
陸
上
選
手
権

に
お
い
て
、
当
町
出
身
の

佐
々
木
琢
磨
さ
ん
が
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
こ
と
も
、
条

例
制
定
に
向
け
て
勢
い
を
つ

け
て
く
れ
た
と
感
じ
て
い

る
。

　
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世

界
を
目
指
す
２
０
３
０
年
ま

で
の
国
際
目
標
、
い
わ
ゆ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
、「
五
戸

の
お
ん
こ
ち
ゃ
ん
」を
活
用

し
町
民
に
周
知
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
原
作
者
で
あ
る
東
京
ハ
イ

ジ
さ
ん
に
依
頼
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
制

作
・
公
開
・
周
知
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
町
民
に
浸
透

さ
せ
る
た
め
の
事
例
と
し
て
、

岩
手
県
釜
石
市
の
防
災
教
育

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
群
馬
大
学
大
学
院
の
片
岡

敏
孝
教
授
は
、
東
日
本
大
震

災
の
８
年
前
か
ら
釜
石
市
の

防
災
・
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
て
き
た
。
そ
の

中
で
、
片
岡
教
授
が
釜
石
の

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
の
が
、

「
避
難
の
３
原
則
」で
あ
る
。

　
震
災
時
の
大
津
波
で
児
童

が
校
庭
を
駆
け
出
し
て
高
台

に
向
か
っ
た
こ
と
や
、
中
学

生
が
率
先
避
難
者
と
な
っ
て

小
学
生
を
導
い
た
こ
と
な

ど
、
こ
の
３
原
則
を
忠
実
に

実
行
し
た
結
果
、
約
３
千
人

の
小
中
学
生
が
無
事
に
避
難

し
た
こ
と
で
、「
釜
石
の
奇

跡
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。

　
こ
の
事
例
に
学
び
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
組
も
同
様
に
、
行

政
と
町
民
が
目
標
に
対
し

て
、
受
け
身
で
は
な
く
、
主

体
的
な
姿
勢
の
も
と
で
、
積

極
的
な
情
報
収
集
や
判
断
を

し
て
行
動
す
る
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

９
月
定
例
会
で
は
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

意

　見

お
問
い
合
わ
せ
は

　
役
場
都
市
計
画
課
ま
で

人
事
　
２
件

認
定
　
２
件

意
見
書
　
１
件

◆五戸のちからを五戸のちから、
　世界へ未来へと発信し、一人ひとりの命輝く
　地宝自治体五戸建設のための施策を
町長　生理の貧困対策や手話言語条例の制定
　　　など、ＳＤＧｓの概念を活用しながら
　　　持続可能な地域づくりを目指す

一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

①

◆
生
理
の
貧
困
対
策

　
と
し
て
、生
理
用
品

　
を
無
償
配
布
し
て
は

◆
手
話
言
語
条
例

　
の
制
定
を

◆
最
近
耳
に
し
た
り
目
に
し
た
り
す
る

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

　
を
町
民
に
浸
透
さ
せ
る
に
は
？

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

◆「
避
難
の
３
原
則
」と
は

①【
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
】

・
各
地
域
で
作
成
し
て

い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
あ
く
ま
で
も

予
想
で
あ
っ
て
、
安

全
と
判
断
さ
れ
て
い

る
場
所
で
も
油
断
し

な
い
こ
と

②【
最
善
を
つ
く
せ
】

・
一
時
的
に
避
難
し
た

場
所
に
留
ま
る
こ
と

に
固
執
せ
ず
、
よ
り

安
全
な
別
の
場
所
は

な
い
か
を
考
え
る
な

ど
、
そ
の
時
に
で
き

る
最
善
の
避
難
行
動

を
す
る
こ
と

③【
率
先
避
難
者
た
れ
】

・
通
常
私
た
ち
は
、「
自

分
は
被
害
に
遭
わ
な

い
だ
ろ
う
」
と
考
え

が
ち
だ
が
、
こ
の
考

え
を
排
除
し
率
先
し

て
避
難
す
る
こ
と
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❺
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
２
４
３
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
３
４
５
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
職
員
手
当
等

　
　
　
　
１
０
６
万
２
千
円

・
浄
化
槽
設
計
業
務
委
託
料

99
万
円

❻
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
１
７
６
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

８
７
６
８
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
職
給

　
　
　
　
36
万
６
千
円

・
職
員
手
当
等

１
０
１
万
７
千
円

❼
住
宅
用
地
造
成
事
業
等

特
別
会
計
補
正
予
算

  

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
１
７
８
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

２
８
５
８
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
水
道
管
引
込
工
事
負
担
金

　
　
　
　
１
７
８
万
２
千
円

❽
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

 

（
第
１
号
）

〇
収
益
的
収
入

２
億
３
５
０
６
万
９
千
円
増
の

21
億
６
８
９
０
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

に
よ
る
も
の

〇
収
益
的
支
出

　
６
７
１
万
円
増
の

27
億
３
６
４
０
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
医
師
住
宅
１
号
除
却
工
事

費
を
資
本
的
支
出
へ
予
算

の
組
換
え
を
す
る
こ
と
に

よ
る
も
の

・
令
和
２
年
度
に
購
入
し
た

医
療
機
器
等
に
係
る
減
価

償
却
費
に
よ
る
も
の

〇
資
本
的
収
入

５
２
１
０
万
３
千
円
増
の

４
億
４
８
４
８
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

に
よ
る
も
の

〇
資
本
的
支
出

５
６
８
万
５
千
円
増
の

６
億
９
２
０
６
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
収
益
的
支
出
か
ら
組
換
え

の
医
師
住
宅
１
号
除
却
工

事
費
及
び
医
師
住
宅
１
号

設
計
業
務
委
託
料
に
よ
る

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
令
和
２
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

❷
令
和
２
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

（
詳
細
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
、

審
議
内
容
は
４
〜
６
ペ
ー
ジ
）

全
員
賛
成
で
認
定

❶
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
小
泉
　
等
氏（
46
歳
）

　
大
字
豊
間
内
字
大
開

　【
再
任
】

主
な
職
歴
等

　
小
泉
建
具
製
作
所（
自
営
）

　
五
戸
町
立
五
戸
小
学
校

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

任
期

　
令
和
３
年
10
月
１
日
〜

　
令
和
７
年
９
月
30
日

❷
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

◎
金
　
正
夫
氏（
68
歳
）

　
大
字
切
谷
内
字
大
森

　【
新
任
】

主
な
職
歴
等

三
菱
製
紙
株
式
会
社

八
戸
工
場

社
会
福
祉
法
人

　
三
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会

任
期令

和
３
年
９
月
19
日
〜

令
和
６
年
９
月
18
日

全
員
賛
成
で
同
意

❶
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

【
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
変
異
株
の

猛
威
も
加
わ
り
、
我
が
国

の
各
方
面
に
甚
大
な
経
済

的
・
社
会
的
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
国
民
生
活
へ

の
不
安
が
続
い
て
い
る
中

で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続

的
に
提
供
し
て
い
く
た
め

に
、
地
方
税
財
源
の
充
実

を
強
く
国
に
要
望
す
る
も

の
全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

町
長
追
加
提
出
案
件

議
会
提
出
案
件

こ
い
ず
み

こ
ん

ま
さ

お

ひ
と
し

分譲受付を開始したひばり野の丘  宅地分譲地

　
青
森
県
並
び
に
県
内
17
市

町
村
で
は
、
女
性
の
生
理
用

品
を
無
償
配
布
し
て
い
る
。

　
五
戸
町
で
は
い
つ
や
る
の

か
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
経
済

的
困
窮
や
家
庭
的
な
理
由
で

生
理
用
品
の
用
意
が
で
き
な

い
方
に
対
し
て
、
災
害
備
蓄

用
品
等
を
活
用
し
た
無
償
配

布
の
体
制
を
整
え
支
援
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

　
配
布
の
際
に
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
役
場
な

ど
の
窓
口
に
設
置
す
る
カ
ー

ド
提
示
の
み
で
受
け
取
れ
る

よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
小
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
保
健
室

で
養
護
教
諭
を
通
じ
て
受
け

取
れ
る
よ
う
対
策
す
る
。

　
令
和
３
年
度
９
月
補
正
予

算
で
関
連
予
算
を
要
求
し
て

お
り
、
可
決
後
、
速
や
か
に

進
め
て
い
く
。

　
以
前
に
も
質
問
し
た
が
、

五
戸
町
で
は
い
つ
手
話
言
語

条
例
を
制
定
す
る
の
か
。

　
条
例
制
定
に
向
け
た
活
動

と
し
て
、
令
和
２
年
度
は
、

五
戸
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

手
話
番
組
を
放
送
し
、
令
和

３
年
度
は
、
町
の
補
助
事
業

に
よ
り
、
手
話
普
及
活
動
事

業
を
計
画
し
て
い
る
。

　
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
も
、

地
元
関
係
団
体
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
人
材
育
成
及
び

手
話
言
語
に
対
す
る
理
解
を

広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
等

を
協
議
・
検
討
し
、
令
和
４

年
３
月
定
例
会
に
条
例
案
を

上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
者
に

よ
る
世
界
デ
フ
陸
上
選
手
権

に
お
い
て
、
当
町
出
身
の

佐
々
木
琢
磨
さ
ん
が
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
こ
と
も
、
条

例
制
定
に
向
け
て
勢
い
を
つ

け
て
く
れ
た
と
感
じ
て
い

る
。

　
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世

界
を
目
指
す
２
０
３
０
年
ま

で
の
国
際
目
標
、
い
わ
ゆ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
、「
五
戸

の
お
ん
こ
ち
ゃ
ん
」を
活
用

し
町
民
に
周
知
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
原
作
者
で
あ
る
東
京
ハ
イ

ジ
さ
ん
に
依
頼
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
制

作
・
公
開
・
周
知
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
町
民
に
浸
透

さ
せ
る
た
め
の
事
例
と
し
て
、

岩
手
県
釜
石
市
の
防
災
教
育

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
群
馬
大
学
大
学
院
の
片
岡

敏
孝
教
授
は
、
東
日
本
大
震

災
の
８
年
前
か
ら
釜
石
市
の

防
災
・
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
て
き
た
。
そ
の

中
で
、
片
岡
教
授
が
釜
石
の

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
の
が
、

「
避
難
の
３
原
則
」で
あ
る
。

　
震
災
時
の
大
津
波
で
児
童

が
校
庭
を
駆
け
出
し
て
高
台

に
向
か
っ
た
こ
と
や
、
中
学

生
が
率
先
避
難
者
と
な
っ
て

小
学
生
を
導
い
た
こ
と
な

ど
、
こ
の
３
原
則
を
忠
実
に

実
行
し
た
結
果
、
約
３
千
人

の
小
中
学
生
が
無
事
に
避
難

し
た
こ
と
で
、「
釜
石
の
奇

跡
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。

　
こ
の
事
例
に
学
び
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
組
も
同
様
に
、
行

政
と
町
民
が
目
標
に
対
し

て
、
受
け
身
で
は
な
く
、
主

体
的
な
姿
勢
の
も
と
で
、
積

極
的
な
情
報
収
集
や
判
断
を

し
て
行
動
す
る
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

９
月
定
例
会
で
は
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

意

　見

お
問
い
合
わ
せ
は

　
役
場
都
市
計
画
課
ま
で

人
事
　
２
件

認
定
　
２
件

意
見
書
　
１
件

◆五戸のちからを五戸のちから、
　世界へ未来へと発信し、一人ひとりの命輝く
　地宝自治体五戸建設のための施策を
町長　生理の貧困対策や手話言語条例の制定
　　　など、ＳＤＧｓの概念を活用しながら
　　　持続可能な地域づくりを目指す

一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

①

◆
生
理
の
貧
困
対
策

　
と
し
て
、生
理
用
品

　
を
無
償
配
布
し
て
は

◆
手
話
言
語
条
例

　
の
制
定
を

◆
最
近
耳
に
し
た
り
目
に
し
た
り
す
る

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

　
を
町
民
に
浸
透
さ
せ
る
に
は
？

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

◆「
避
難
の
３
原
則
」と
は

①【
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
】

・
各
地
域
で
作
成
し
て

い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
あ
く
ま
で
も

予
想
で
あ
っ
て
、
安

全
と
判
断
さ
れ
て
い

る
場
所
で
も
油
断
し

な
い
こ
と

②【
最
善
を
つ
く
せ
】

・
一
時
的
に
避
難
し
た

場
所
に
留
ま
る
こ
と

に
固
執
せ
ず
、
よ
り

安
全
な
別
の
場
所
は

な
い
か
を
考
え
る
な

ど
、
そ
の
時
に
で
き

る
最
善
の
避
難
行
動

を
す
る
こ
と

③【
率
先
避
難
者
た
れ
】

・
通
常
私
た
ち
は
、「
自

分
は
被
害
に
遭
わ
な

い
だ
ろ
う
」
と
考
え

が
ち
だ
が
、
こ
の
考

え
を
排
除
し
率
先
し

て
避
難
す
る
こ
と
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少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
が
、
当
町
に
お
い
て

も
例
外
で
は
な
く
高
齢
化
が

進
み
、
日
常
生
活
を
す
る
上

で
い
ろ
い
ろ
と
不
便
な
点
が

顕
在
化
し
て
お
り
、
高
齢
者

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
外
出

促
進
支
援
の
実
証
実
験
と
し

て
、
町
タ
ク
お
で
か
け
タ
ク

シ
ー
を
本
年
７
月
12
日
か
ら

８
月
10
日
ま
で
の
期
間
限
定

で
行
っ
た
が
、
利
用
者
の
反

応
は
い
か
が
で
あ
っ
た
か
。

　
好
評
で
あ
っ
た
と
理
解
し

て
い
る
。
利
用
者
の
反
応
と

し
て
は
、

・
２
人
以
上
の
条
件
で
は
な

く
１
人
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
利
用
回
数
を
２
回
で
な

く
、
も
っ
と
増
や
し
て
ほ

し
い
。

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
期
間
中
の
延
べ
利
用
者
は

何
名
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

１
人
２
回
ま
で
と
限
定
し
た

の
は
な
ぜ
か
。

　
利
用
件
数
は
67
件
で
、

延
べ
利
用
人
数
は
、
１
３
５

名
で
あ
っ
た
。
今
回
の
実
証

実
験
は
30
日
間
で
あ
っ
た

た
め
、
２
回
ま
で
と
し
た
。

　
町
タ
ク
事
業
は
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
と
て

も
良
い
施
策
だ
と
思
う
が
、

改
善
点
等
は
あ
っ
た
か
。

　
今
後
も
、
同
様
の
事
業
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
で

あ
っ
た
た
め
、
利
用
件
数
、

人
数
と
も
に
想
定
よ
り
少
な

か
っ
た
。
次
回
の
実
証
実
験

で
は
、
対
象
年
齢
を
70
歳

以
上
に
引
下
げ
た
り
、
運
転

免
許
証
を
返
納
す
れ
ば
65
歳

以
上
も
対
象
と
し
た
り
す
る

な
ど
、
利
用
条
件
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

　
次
回
の
実
証
実
験
は
、
冬

期
間
の
路
面
状
況
の
悪
い
、

来
年
１
月
か
２
月
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
々
を
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
何
か
異
変
が
あ
っ
た

場
合
の
対
策
は
。

　
毎
年
３
月
末
と
９
月
末
の

年
２
回
確
認
を
行
っ
て
お

り
、
３
月
31
日
時
点
で
４
５

１
名
を
把
握
し
て
い
る
。

　
何
か
異
変
が
あ
っ
た
場
合

の
対
策
と
し
て
、
交
通
及
び

配
達
等
を
行
っ
て
い
る
26

事
業
所
と
協
定
書
を
締
結
し

見
守
り
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

　
防
災
無
線
が
天
候
等
で
聞

き
取
れ
な
い
場
合
の
対
策
は
。

　
防
災
無
線
の
放
送
内
容

を
、
電
話
で
24
時
間
い
つ
で

も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
電
話

応
答
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、

五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
情
報

提
供
す
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
広
報
ご
の
へ
ま
ち
７
月
号

に
、『
五
戸
町
さ
わ
や
か
ほ

ほ
え
み
あ
い
さ
つ
運
動
を
実

施
し
ま
す
』
と
題
し
て
、

「
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
！
」

と
掲
載
が
あ
っ
た
が
、
ど
う

い
っ
た
取
組
を
し
て
い
る
の

か
。

　
横
断
幕
と
タ
ス
キ
を
作
成

し
、
職
員
が
関
係
団
体
の

方
々
と
一
緒
に
あ
い
さ
つ
運

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
運
動
を
通
じ
て
、
あ
い

さ
つ
の
飛
び
交
う
様
子
が
、

町
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら

れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

　
当
町
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
使
わ

れ
方
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
当
町
で
の
普
及
率
は
、

25
％
と
な
っ
て
お
り
、
国
全

体
の
普
及
率
38
％
よ
り
も
低

い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
健
康
保
険
証
や

運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
普
及
も

加
速
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員
　
町
長
は
公
約
で
、
健
康
診

断
受
診
率
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
と
成
果
は
。

　
健
診
の
受
診
率
に
つ
い
て

は
、「
第
３
期
五
戸
町
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
」に

お
い
て
、
計
画
期
間
を
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
６
年
間
と
し
、
最
終
年

度
に
は
60
％
の
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
し
て

は
、

①
健
診
の
対
象
者
に
対
し
て

受
け
ら
れ
る
健
診
項
目
を

明
記
し
た「
町
民
健
診
の

お
知
ら
せ
」の
送
付

②
約
１
９
０
名
の
保
健
協
力

員
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
受

診
勧
奨

③
町
内
商
店
で
利
用
で
き
る

う
ま
っ
こ
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
な
ど
で
あ
る
。

　
成
果
に
つ
い
て
は
、
取
組

を
始
め
て
か
ら
十
分
な
期
間

が
経
過
し
て
い
な
い
た
め
、

効
果
が
明
確
に
表
れ
て
い
な

い
。（
詳
細
は
右
図
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
恐
れ
て
、
健
診
の
受

診
を
控
え
る
方
々
が
多
く
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
健
診

受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
組

は
。

　
生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
早

期
発
見
に
は
、
定
期
的
な
健

診
と
適
切
な
受
診
が
重
要
で

あ
る
。
健
康
が
気
に
な
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
健
診
は
予
定

ど
お
り
受
け
て
も
ら
い
た

い
。

　
町
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
会

場
な
ど
で
健
診
を
勧
め
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、

業
務
委
託
に
よ
り
人
工
知
能

デ
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タ
を
用
い
て
受
診
勧
奨

す
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き
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Ａ
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。
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、
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向

上
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図
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り
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。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

不
安
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の

心
の
ケ
ア
は
。

　
感
染
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る
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偏
見
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謗
中
傷
な
ど
は
決

し
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し
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、
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せ
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い
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導
し
て
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る
。

　
児
童
生
徒
の
悩
み
や
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
変
化
を
察
す
る

に
は
、
教
師
が
一
人
一
人
に

寄
り
添
う
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
。
養
護
教
諭
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
よ
る

支
援
も
講
じ
な
が
ら
、
家
庭

と
学
校
が
一
体
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
を
守
り
た
い
。
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少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
て

久
し
い
が
、
当
町
に
お
い
て

も
例
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で
は
な
く
高
齢
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。
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を
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年
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８
月
10
日
ま
で
の
期
間
限
定
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が
、
利
用
者
の
反

応
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た
か
。
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２
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。
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２
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。
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。
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で
、
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３
５
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。
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と
て

も
良
い
施
策
だ
と
思
う
が
、

改
善
点
等
は
あ
っ
た
か
。

　
今
後
も
、
同
様
の
事
業
を

行
う
予
定
は
あ
る
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
で

あ
っ
た
た
め
、
利
用
件
数
、

人
数
と
も
に
想
定
よ
り
少
な

か
っ
た
。
次
回
の
実
証
実
験

で
は
、
対
象
年
齢
を
70
歳

以
上
に
引
下
げ
た
り
、
運
転

免
許
証
を
返
納
す
れ
ば
65
歳

以
上
も
対
象
と
し
た
り
す
る

な
ど
、
利
用
条
件
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

　
次
回
の
実
証
実
験
は
、
冬

期
間
の
路
面
状
況
の
悪
い
、

来
年
１
月
か
２
月
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
々
を
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
何
か
異
変
が
あ
っ
た

場
合
の
対
策
は
。

　
毎
年
３
月
末
と
９
月
末
の

年
２
回
確
認
を
行
っ
て
お

り
、
３
月
31
日
時
点
で
４
５

１
名
を
把
握
し
て
い
る
。

　
何
か
異
変
が
あ
っ
た
場
合

の
対
策
と
し
て
、
交
通
及
び

配
達
等
を
行
っ
て
い
る
26

事
業
所
と
協
定
書
を
締
結
し

見
守
り
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

　
防
災
無
線
が
天
候
等
で
聞

き
取
れ
な
い
場
合
の
対
策
は
。

　
防
災
無
線
の
放
送
内
容

を
、
電
話
で
24
時
間
い
つ
で

も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
電
話

応
答
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、

五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
情
報

提
供
す
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
広
報
ご
の
へ
ま
ち
７
月
号

に
、『
五
戸
町
さ
わ
や
か
ほ

ほ
え
み
あ
い
さ
つ
運
動
を
実

施
し
ま
す
』
と
題
し
て
、

「
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
！
」

と
掲
載
が
あ
っ
た
が
、
ど
う

い
っ
た
取
組
を
し
て
い
る
の

か
。

　
横
断
幕
と
タ
ス
キ
を
作
成

し
、
職
員
が
関
係
団
体
の

方
々
と
一
緒
に
あ
い
さ
つ
運

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
運
動
を
通
じ
て
、
あ
い

さ
つ
の
飛
び
交
う
様
子
が
、

町
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら

れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

　
当
町
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
使
わ

れ
方
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
当
町
で
の
普
及
率
は
、

25
％
と
な
っ
て
お
り
、
国
全

体
の
普
及
率
38
％
よ
り
も
低

い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
健
康
保
険
証
や

運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
普
及
も

加
速
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員
　
町
長
は
公
約
で
、
健
康
診

断
受
診
率
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
と
成
果
は
。

　
健
診
の
受
診
率
に
つ
い
て

は
、「
第
３
期
五
戸
町
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
」に

お
い
て
、
計
画
期
間
を
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
６
年
間
と
し
、
最
終
年

度
に
は
60
％
の
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
し
て

は
、

①
健
診
の
対
象
者
に
対
し
て

受
け
ら
れ
る
健
診
項
目
を

明
記
し
た「
町
民
健
診
の

お
知
ら
せ
」の
送
付

②
約
１
９
０
名
の
保
健
協
力

員
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
受

診
勧
奨

③
町
内
商
店
で
利
用
で
き
る

う
ま
っ
こ
カ
ー
ド
を
活
用

し
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
な
ど
で
あ
る
。

　
成
果
に
つ
い
て
は
、
取
組

を
始
め
て
か
ら
十
分
な
期
間

が
経
過
し
て
い
な
い
た
め
、

効
果
が
明
確
に
表
れ
て
い
な

い
。（
詳
細
は
右
図
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
恐
れ
て
、
健
診
の
受

診
を
控
え
る
方
々
が
多
く
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
健
診

受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
組

は
。

　
生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
早

期
発
見
に
は
、
定
期
的
な
健

診
と
適
切
な
受
診
が
重
要
で

あ
る
。
健
康
が
気
に
な
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、
健
診
は
予
定

ど
お
り
受
け
て
も
ら
い
た

い
。

　
町
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
会

場
な
ど
で
健
診
を
勧
め
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、

業
務
委
託
に
よ
り
人
工
知
能

デ
ー
タ
を
用
い
て
受
診
勧
奨

す
べ
き
対
象
者
を
絞
り
込

み
、
勧
奨
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
会
議

や
会
合
な
ど
で
住
民
と
直
接

接
触
し
て
受
診
勧
奨
す
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
通
知
を

強
化
し
、
で
き
る
こ
と
を
地

道
に
継
続
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
小
中
学

校
が
あ
る
よ
う
だ
が
当
町
で

の
取
組
は
。

　
国
が
進
め
る「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」を
受
け
、

当
町
で
も
児
童
生
徒
に
一
人

一
台
の
端
末
を
完
備
し
、

高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
し
た
。

　
非
常
時
に
お
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
で
き
る

環
境
整
備
は
必
要
と
認
識
し

て
い
る
が
、
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
な
い
家
庭
が

あ
る
こ
と
、
小
学
校
低
学
年

で
は
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
課
題
で
あ
る
。

　
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
整
備
に
関
す
る
検
討
を
重

ね
、
教
師
の
指
導
技
術
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
体
制
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

不
安
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の

心
の
ケ
ア
は
。

　
感
染
者
に
対
す
る
差
別
や

偏
見
、
誹
謗
中
傷
な
ど
は
決

し
て
し
な
い
、
さ
せ
な
い
と

指
導
し
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
の
悩
み
や
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
変
化
を
察
す
る

に
は
、
教
師
が
一
人
一
人
に

寄
り
添
う
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
。
養
護
教
諭
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
よ
る

支
援
も
講
じ
な
が
ら
、
家
庭

と
学
校
が
一
体
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
を
守
り
た
い
。

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

一般質問一般質問
質
問 

①

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

◆
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
環
境
整
備
を

　町
長

　町
タ
ク
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
事
業
な
ど

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
施

し
て
い
く

◆
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
取
組
内
容
は

教
育
長  

あ
い
さ
つ
日
本
一
を
目
指
す

と
い
う
意
気
込
み
が
大
切

◆
五
戸
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
率
は

町
長  

国
全
体
の
普
及
率
よ
り
も
低
い

豊田　孝夫 議員
とよ た たか お

◆コロナ禍における健康診断受診率向上の
　ための取組は
　町長　パンフレットの配布やハガキによる
　　　　勧奨など地道に取り組んでいく

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

　心
の
ケ
ア
は

　教
育
長

　教
師
が
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
に

寄
り
添
う
こ
と
が
最
重
要

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

⑤

答 

若
宮
町
長

質
問 

①
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五戸町における直近５年間の町たばこ税収入
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五戸町の新型コロナウイルス感染状況

出典：青森県公表資料より

なか がわら けん じ

中川原　賢治 議員
　
町
長
は
行
政
執
行
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
と
同
時
に
政
治
家

で
も
あ
る
。
政
治
力
を
発
揮

し
町
勢
の
発
展
に
尽
く
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
町
長
は
ど
の
よ
う
な
政
治

理
念
を
持
ち
、
そ
れ
を
遂
行

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
政

治
姿
勢
で
取
り
組
む
の
か
。

　
私
の
政
治
理
念
は
、
平
成

16
年
７
月
に
旧
五
戸
町
と

旧
倉
石
村
が
合
併
し
た
際
に

作
成
さ
れ
た
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
、

平
成
時
代
の
五
戸
町
の
ま
ち

づ
く
り
を
汚
す
こ
と
な
く
、

現
在
の
新
た
な
時
代
の
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
、
更
に

成
長
さ
せ
、
確
実
に
次
の

世
代
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、
私
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て
だ
が
、
２
年
前
の
町

長
選
に
お
い
て
私
自
身
の
思

い
が
詰
ま
っ
た
政
策
集『
新

た
な
時
代
へ
!!
５
つ
の
五
戸

町
づ
く
り
』を
公
表
し
て
い

る
。
皆
様
に
お
示
し
し
た
政

策
を
一
つ
一
つ
具
現
化
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
公
平

に
還
元
し
て
い
く
作
業
を
、

日
々
ひ
た
む
き
に
や
り
続
け

る
こ
と
が
、
私
の
取
り
組
む

べ
き
姿
勢
な
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、「
全
て
の
人
に
ま
ご
こ

ろ
と
思
い
や
り
を
」の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
皆
様
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
努

力
を
続
け
て
い
く
。
そ
れ
が

私
の
政
治
姿
勢
で
あ
る
。

　
町
長
の
大
き
な
仕
事
は
町

の
た
め
の
予
算
獲
得
で
あ
る

と
思
う
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

マ
ン
で
あ
る
町
長
は
、
ど
の

よ
う
に
予
算
を
獲
得
し
て
い

く
の
か
。

　
国
や
県
で
行
っ
て
い
る
補

助
事
業
を
精
査
し
、
国
会
議

員
や
県
議
会
議
員
の
力
も
借

り
な
が
ら
、
町
民
の
利
益
に

な
る
よ
う
な
活
動
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
五
戸
町
に
は
、
毎
年
１
億

１
０
０
０
万
円
余
の
た
ば
こ

税
の
税
収
が
あ
る
。
２
０
１

８
年
10
月
か
ら
、
た
ば
こ
税

が
段
階
的
に
増
税
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
喫
煙
者
の
た

ば
こ
離
れ
が
加
速
し
て
い
る
。

た
ば
こ
税
確
保
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
思
う
が
、
た
ば
こ

税
の
税
収
確
保
の
施
策
は
。

　
た
ば
こ
税
は
、
五
戸
町
内

の
販
売
店
が
仕
入
れ
た
、
た

ば
こ
の
本
数
に
応
じ
て
課
税

さ
れ
る
た
め
、
税
収
確
保
に

は
、
喫
煙
者
に
対
し
て
町
内

の
販
売
店
で
の
た
ば
こ
購
入

を
促
す
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
町
で
は
、
た
ば
こ
販
売
業

者
で
組
織
す
る
団
体
に
対
し

て
、
た
ば
こ
売
上
推
進
事
業

費
交
付
金
を
交
付
し
、
販
売

促
進
に
向
け
た
取
組
を
支
援

し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
１
月
20
日
付
け

総
務
省
自
治
税
務
局
か
ら
発

出
さ
れ
た
、「
令
和
３
年
度

地
方
税
制
改
正
・
地
方
税
務

行
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
の

留
意
事
項
等
に
つ
い
て
」の

中
で
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

対
策
の
推
進
や
、
今
後
の
地

方
た
ば
こ
税
の
継
続
的
か
つ

安
定
的
な
確
保
の
観
点
か

ら
、
屋
外
分
煙
施
設
の
整
備

に
た
ば
こ
税
を
活
用
す
る
よ

う
通
知
さ
れ
て
い
る
が
、
町

と
し
て
の
考
え
は
。

　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
伴

い
、
令
和
２
年
１
月
か
ら
、

五
戸
町
内
の
役
場
な
ど
の
公

共
施
設
は
敷
地
内
全
面
禁
煙

と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
分
煙
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
い
て
判
断

す
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
、
町
独
自
で
判
断
す
る

に
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
た
ば
こ

税
は
当
町
の
貴
重
な
自
主
財

源
で
あ
る
の
で
、
町
民
の
皆

様
に
た
ば
こ
税
の
重
要
性
を

周
知
し
て
い
き
た
い
。

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

大
久
保
副
町
長

　
ひ
ば
り
野
公
園
に
は
、
陸

上
競
技
場
と
町
民
プ
ー
ル
の

中
間
に
池
や
ベ
ン
チ
が
あ
っ

て
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
素
晴
ら
し
い
場
所
が
あ
る

が
、
手
入
れ
が
滞
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

　
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
る
の
か
。

　
現
在
、
ひ
ば
り
野
公
園
の

管
理
は
、
町
が
指
定
管
理
を

委
託
し
て
い
る
五
戸
町
ス

ポ
ー
ツ
振
興
公
社
が
行
っ
て

い
る
。
公
園
内
を
定
期
的
に

見
回
り
し
、
施
設
、
設
備
、

遊
具
等
の
維
持
管
理
を
主
に

行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
芝

生
や
植
栽
な
ど
に
つ
い
て

は
、
別
途
専
門
業
者
に
委
託

し
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

る
。

　
２
年
ほ
ど
前
か
ら
、
池
に

い
た
は
ず
の
コ
イ
が
一
匹
も

い
な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

　
コ
イ
の
管
理
に
つ
い
て

も
、
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

公
社
が
行
っ
て
い
る
が
、
平

成
30
年
冬
、
越
冬
の
た
め
、

池
か
ら
町
民
プ
ー
ル
に
移
動

さ
せ
て
管
理
し
て
い
た
際
、

全
て
死
ん
で
い
る
の
を
発
見

し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
管
理
し
て
い
き
た
い
。

　
指
定
管
理
を
任
せ
た
か
ら

と
い
っ
て
も
、
委
託
し
た
町

側
も
監
督
す
る
立
場
に
あ
る

と
思
う
の
で
、
町
側
と
五
戸

町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
が

一
緒
に
な
っ
て
解
決
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
三
戸
地
方
保
健
所
管
内
で

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
出
た
と
伺
っ
て
い
る

が
、
五
戸
町
の
感
染
者
数
は

何
人
い
る
の
か
。

　
感
染
者
の
人
数
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
別
の
月
ご
と
の

累
計
感
染
者
数
を
青
森
県
が

公
表
し
て
い
る
。（
五
戸
町

の
累
計
感
染
者
数
は
左
表
）

　
前
記
の
う
ち
、
入
院
患
者

は
い
る
の
か
。

　
入
院
患
者
に
つ
い
て
も
、

青
森
県
が
公
表
し
て
い
る
情

報
の
み
で
、
県
内
全
体
の
み

の
入
院
患
者
数
し
か
公
表
し

て
い
な
い
た
め
、
五
戸
町
民

の
入
院
患
者
数
は
把
握
で
き

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
対
策
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

　
感
染
者
数
が
拡
大
す
れ

ば
、
自
宅
療
養
の
方
も
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
青
森
県
や
三
戸

地
方
保
健
所
の
要
請
に
よ
っ

て
は
、
五
戸
総
合
病
院
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
受
入
れ
や
、
宿
泊
療
養

施
設
の
体
制
整
備
な
ど
を
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
先
頃
、
新
聞
等
で
拝
見
し

た
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
一
環

と
し
て
、
町
長
が
裃（
か
み

し
も
）を
着
用
さ
れ
、
代
官

所
で
勤
務
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
あ
の
建
物
は
展
示
物
と
し

て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
会
議

等
で
利
用
で
き
な
い
は
ず
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
を
す

れ
ば
利
用
で
き
る
の
か
。

　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
設

置
目
的
や
建
築
申
請
及
び
消

防
法
の
届
出
は
展
示
物
と

な
っ
て
お
り
、
会
議
等
で
は

使
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
回
の
使
用
は
、
代
官
所

を
管
理
す
る
側
と
し
て
、
日

常
の
管
理
状
況
の
確
認
と
、

活
用
方
法
等
を
検
討
す
る
た

め
に
町
長
の
執
務
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

髙
嶋
教
育
課
長

答 

澤
田
教
育
長

意

　

 

見

一般質問一般質問

川村　浩昭 議員
かわむら ひろあき

ひばり野公園内にある池とベンチ

◆若宮町長の政治理念と政治姿勢は
　町長　次世代につないでいくという理念と、

そのための政策を着実に実行していく
という姿勢のもと、誠心誠意努力を
続けることである

◆
町
た
ば
こ
税
の
確
保
対
策
と
活
用
方
法
は

　町
長

　た
ば
こ
販
売
業
者
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
喫
煙
者
に

配
慮
し
た
環
境
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
か
検
討
す
る

◆
五
戸
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　感
染
者
数
の
状
況
は

　町
長

　青
森
県
が
公
表
す
る
情
報
の
み

し
か
把
握
で
き
て
い
な
い

◆
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク

　の
展
示
物「
代
官
所
」

　で
町
長
が
執
務
を

　行
っ
た
理
由
は

◆町民の憩いの場として利用されている
　ひばり野公園の管理徹底を
　教育長　利用者が安心して安全に利用できる
　　　　　ように改善や修繕を行っていく

令和３年５月

令和３年６月

令和３年７月

令和３年８月

１～10人

０人

１～10人

11～50人

月別 累計感染者数



⑬ ごのへ議会だより 第41号 ごのへ議会だより 第41号 ⑫

五戸町における直近５年間の町たばこ税収入

104,000

106,000

108,000

110,000

112,000

114,000

116,000

118,000

120,000

単位（千円）

118,923

平成28年度

112,225

平成29年度

113,001

平成30年度

114,464

令和元年度

110,029

令和２年度

青森県における成人喫煙率の推移

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0% 31.1% 32.0%
28.9%

24.7% 25.9%
23.8% 22.1%

H13 H16 H19 H22 H25 H28 R１

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録･統計」より

五戸町の新型コロナウイルス感染状況

出典：青森県公表資料より

なか がわら けん じ

中川原　賢治 議員
　
町
長
は
行
政
執
行
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
と
同
時
に
政
治
家

で
も
あ
る
。
政
治
力
を
発
揮

し
町
勢
の
発
展
に
尽
く
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
町
長
は
ど
の
よ
う
な
政
治

理
念
を
持
ち
、
そ
れ
を
遂
行

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
政

治
姿
勢
で
取
り
組
む
の
か
。

　
私
の
政
治
理
念
は
、
平
成

16
年
７
月
に
旧
五
戸
町
と

旧
倉
石
村
が
合
併
し
た
際
に

作
成
さ
れ
た
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
、

平
成
時
代
の
五
戸
町
の
ま
ち

づ
く
り
を
汚
す
こ
と
な
く
、

現
在
の
新
た
な
時
代
の
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
、
更
に

成
長
さ
せ
、
確
実
に
次
の

世
代
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、
私
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て
だ
が
、
２
年
前
の
町

長
選
に
お
い
て
私
自
身
の
思

い
が
詰
ま
っ
た
政
策
集『
新

た
な
時
代
へ
!!
５
つ
の
五
戸

町
づ
く
り
』を
公
表
し
て
い

る
。
皆
様
に
お
示
し
し
た
政

策
を
一
つ
一
つ
具
現
化
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
公
平

に
還
元
し
て
い
く
作
業
を
、

日
々
ひ
た
む
き
に
や
り
続
け

る
こ
と
が
、
私
の
取
り
組
む

べ
き
姿
勢
な
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、「
全
て
の
人
に
ま
ご
こ

ろ
と
思
い
や
り
を
」の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
皆
様
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
努

力
を
続
け
て
い
く
。
そ
れ
が

私
の
政
治
姿
勢
で
あ
る
。

　
町
長
の
大
き
な
仕
事
は
町

の
た
め
の
予
算
獲
得
で
あ
る

と
思
う
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

マ
ン
で
あ
る
町
長
は
、
ど
の

よ
う
に
予
算
を
獲
得
し
て
い

く
の
か
。

　
国
や
県
で
行
っ
て
い
る
補

助
事
業
を
精
査
し
、
国
会
議

員
や
県
議
会
議
員
の
力
も
借

り
な
が
ら
、
町
民
の
利
益
に

な
る
よ
う
な
活
動
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
五
戸
町
に
は
、
毎
年
１
億

１
０
０
０
万
円
余
の
た
ば
こ

税
の
税
収
が
あ
る
。
２
０
１

８
年
10
月
か
ら
、
た
ば
こ
税

が
段
階
的
に
増
税
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
喫
煙
者
の
た

ば
こ
離
れ
が
加
速
し
て
い
る
。

た
ば
こ
税
確
保
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
思
う
が
、
た
ば
こ

税
の
税
収
確
保
の
施
策
は
。

　
た
ば
こ
税
は
、
五
戸
町
内

の
販
売
店
が
仕
入
れ
た
、
た

ば
こ
の
本
数
に
応
じ
て
課
税

さ
れ
る
た
め
、
税
収
確
保
に

は
、
喫
煙
者
に
対
し
て
町
内

の
販
売
店
で
の
た
ば
こ
購
入

を
促
す
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
町
で
は
、
た
ば
こ
販
売
業

者
で
組
織
す
る
団
体
に
対
し

て
、
た
ば
こ
売
上
推
進
事
業

費
交
付
金
を
交
付
し
、
販
売

促
進
に
向
け
た
取
組
を
支
援

し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
１
月
20
日
付
け

総
務
省
自
治
税
務
局
か
ら
発

出
さ
れ
た
、「
令
和
３
年
度

地
方
税
制
改
正
・
地
方
税
務

行
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
の

留
意
事
項
等
に
つ
い
て
」の

中
で
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

対
策
の
推
進
や
、
今
後
の
地

方
た
ば
こ
税
の
継
続
的
か
つ

安
定
的
な
確
保
の
観
点
か

ら
、
屋
外
分
煙
施
設
の
整
備

に
た
ば
こ
税
を
活
用
す
る
よ

う
通
知
さ
れ
て
い
る
が
、
町

と
し
て
の
考
え
は
。

　
健
康
増
進
法
の
改
正
に
伴

い
、
令
和
２
年
１
月
か
ら
、

五
戸
町
内
の
役
場
な
ど
の
公

共
施
設
は
敷
地
内
全
面
禁
煙

と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
分
煙
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
い
て
判
断

す
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
、
町
独
自
で
判
断
す
る

に
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
た
ば
こ

税
は
当
町
の
貴
重
な
自
主
財

源
で
あ
る
の
で
、
町
民
の
皆

様
に
た
ば
こ
税
の
重
要
性
を

周
知
し
て
い
き
た
い
。

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

大
久
保
副
町
長

　
ひ
ば
り
野
公
園
に
は
、
陸

上
競
技
場
と
町
民
プ
ー
ル
の

中
間
に
池
や
ベ
ン
チ
が
あ
っ

て
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
素
晴
ら
し
い
場
所
が
あ
る

が
、
手
入
れ
が
滞
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

　
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
る
の
か
。

　
現
在
、
ひ
ば
り
野
公
園
の

管
理
は
、
町
が
指
定
管
理
を

委
託
し
て
い
る
五
戸
町
ス

ポ
ー
ツ
振
興
公
社
が
行
っ
て

い
る
。
公
園
内
を
定
期
的
に

見
回
り
し
、
施
設
、
設
備
、

遊
具
等
の
維
持
管
理
を
主
に

行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
芝

生
や
植
栽
な
ど
に
つ
い
て

は
、
別
途
専
門
業
者
に
委
託

し
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

る
。

　
２
年
ほ
ど
前
か
ら
、
池
に

い
た
は
ず
の
コ
イ
が
一
匹
も

い
な
く
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

　
コ
イ
の
管
理
に
つ
い
て

も
、
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

公
社
が
行
っ
て
い
る
が
、
平

成
30
年
冬
、
越
冬
の
た
め
、

池
か
ら
町
民
プ
ー
ル
に
移
動

さ
せ
て
管
理
し
て
い
た
際
、

全
て
死
ん
で
い
る
の
を
発
見

し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
管
理
し
て
い
き
た
い
。

　
指
定
管
理
を
任
せ
た
か
ら

と
い
っ
て
も
、
委
託
し
た
町

側
も
監
督
す
る
立
場
に
あ
る

と
思
う
の
で
、
町
側
と
五
戸

町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
が

一
緒
に
な
っ
て
解
決
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
三
戸
地
方
保
健
所
管
内
で

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
出
た
と
伺
っ
て
い
る

が
、
五
戸
町
の
感
染
者
数
は

何
人
い
る
の
か
。

　
感
染
者
の
人
数
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
別
の
月
ご
と
の

累
計
感
染
者
数
を
青
森
県
が

公
表
し
て
い
る
。（
五
戸
町

の
累
計
感
染
者
数
は
左
表
）

　
前
記
の
う
ち
、
入
院
患
者

は
い
る
の
か
。

　
入
院
患
者
に
つ
い
て
も
、

青
森
県
が
公
表
し
て
い
る
情

報
の
み
で
、
県
内
全
体
の
み

の
入
院
患
者
数
し
か
公
表
し

て
い
な
い
た
め
、
五
戸
町
民

の
入
院
患
者
数
は
把
握
で
き

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
対
策
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

　
感
染
者
数
が
拡
大
す
れ

ば
、
自
宅
療
養
の
方
も
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
青
森
県
や
三
戸

地
方
保
健
所
の
要
請
に
よ
っ

て
は
、
五
戸
総
合
病
院
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
受
入
れ
や
、
宿
泊
療
養

施
設
の
体
制
整
備
な
ど
を
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
先
頃
、
新
聞
等
で
拝
見
し

た
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
一
環

と
し
て
、
町
長
が
裃（
か
み

し
も
）を
着
用
さ
れ
、
代
官

所
で
勤
務
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
あ
の
建
物
は
展
示
物
と
し

て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
会
議

等
で
利
用
で
き
な
い
は
ず
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
を
す

れ
ば
利
用
で
き
る
の
か
。

　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
設

置
目
的
や
建
築
申
請
及
び
消

防
法
の
届
出
は
展
示
物
と

な
っ
て
お
り
、
会
議
等
で
は

使
用
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
回
の
使
用
は
、
代
官
所

を
管
理
す
る
側
と
し
て
、
日

常
の
管
理
状
況
の
確
認
と
、

活
用
方
法
等
を
検
討
す
る
た

め
に
町
長
の
執
務
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

髙
嶋
教
育
課
長

答 

澤
田
教
育
長

意

　

 

見

一般質問一般質問

川村　浩昭 議員
かわむら ひろあき

ひばり野公園内にある池とベンチ

◆若宮町長の政治理念と政治姿勢は
　町長　次世代につないでいくという理念と、

そのための政策を着実に実行していく
という姿勢のもと、誠心誠意努力を
続けることである

◆
町
た
ば
こ
税
の
確
保
対
策
と
活
用
方
法
は

　町
長

　た
ば
こ
販
売
業
者
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
喫
煙
者
に

配
慮
し
た
環
境
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
か
検
討
す
る

◆
五
戸
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　感
染
者
数
の
状
況
は

　町
長

　青
森
県
が
公
表
す
る
情
報
の
み

し
か
把
握
で
き
て
い
な
い

◆
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク

　の
展
示
物「
代
官
所
」

　で
町
長
が
執
務
を

　行
っ
た
理
由
は

◆町民の憩いの場として利用されている
　ひばり野公園の管理徹底を
　教育長　利用者が安心して安全に利用できる
　　　　　ように改善や修繕を行っていく

令和３年５月

令和３年６月

令和３年７月

令和３年８月

１～10人

０人

１～10人

11～50人

月別 累計感染者数



⑮ ごのへ議会だより 第41号 ごのへ議会だより 第41号 ⑭

五戸町議会議員名鑑❼

大　沢　義　之 議員
生年月日：昭和28年８月21日（68歳）
担当委員会：議会運営委員会
　　　　　総務常任委員会（委員長）
当選回数：５回

●
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
町
民
の
皆
様
に
議
会
議
員
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
号
１
人
ず
つ
議
会
議
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
総
務
常
任
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
る
「
大
沢
義
之
」
議
員
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：

広
報
常
任
委
員
長 

川
﨑
七
洋
）

　
昔
と
比
べ
て
世
の
中
の
情

勢
が
変
わ
っ
た
の
で
、
田
ん

ぼ
で
稼
ぎ
を
出
す
の
は
難
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
な
の
で
、
私
と
同
じ
よ
う

な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
農
家

さ
ん
は
、
畑
で
稼
ぎ
を
出
す

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
　
稼
ぎ
が
出
な
い
と
い

う
理
由
で
、
そ
の
ま
ま

田
ん
ぼ
を
辞
め
て
し
ま
う

と
耕
作
放
棄
地
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
畑
に

転
換
し
て
再
起
を
図
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
？

　
す
で
に
事
例
が
存
在
す
る

の
で
す
が
、
田
ん
ぼ
か
ら

畑
に
転
換
し
て
に
ん
に
く

の
栽
培
を
始
め
て
い
る
農
家

さ
ん
が
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
と

し
て
や
っ
て
い
た
時
よ
り

ず
っ
と
稼
ぎ
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
で
す
が
、
畑
に
転
換
で
き

る
田
ん
ぼ
は
そ
う
多
く
な
い

で
す
し
、
転
換
に
か
か
る
労

力
も
大
き
い
で
す
。
田
ん
ぼ

と
畑
で
は
土
壌
が
違
い
ま
す

か
ら
ね
。
や
は
り
若
い
人
の

労
力
が
必
要
で
あ
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
若
い
方
の
農
業
離
れ
も

ま
た
難
し
い
問
題
で
す
ね
。

Q 

梨
を
栽
培
さ
れ
て
い

る
方
は
あ
ま
り
聞
か
な

い
気
が
し
ま
す
。
ど
う

い
っ
た
品
種
を
育
て
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

Q
　
大
沢
議
員
は
大
字
倉
石

中
市
地
区
に
お
住
ま
い

と
お
伺
い
し
て
い
ま
す

が
、
普
段
の
お
仕
事
は

何
を
な
さ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Q
　
五
戸
町
の
農
家
さ
ん
方

は
、
田
ん
ぼ
も
一
緒
に

や
っ
て
い
る
方
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

大
沢
議
員
も
田
ん
ぼ
を

や
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

Q
　
確
か
に
先
頃
発
表
さ

れ
た
令
和
３
年
産
米
の

概
算
金
は
、
６
年
ぶ
り

に
１
万
円
割
れ
と
な
り

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

Ｑ
　
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
私
も
昔
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

や
っ
て
い
た
の
で
わ
か
る
の

で
す
が
、「
農
家
の
収
入
は

安
定
し
な
い
の
で
は
」と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
嫌
が
ら
れ
る

理
由
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
何
倍
も
稼
い
で
い
る
専
業

農
家
さ
ん
が
い
る
ん
で
す
。

確
か
に
、
そ
こ
ま
で
の
専
業

農
家
に
な
る
ま
で
の
道
の
り

は
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
の

で
す
が
、
ど
ん
ど
ん
若
い
人

を
引
き
込
ん
で
、
専
業
農
家

を
増
や
し
、
た
く
さ
ん
稼
い

で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
五
戸
町
に

住
ん
で
い
る
人
全
体
に
そ
の

波
及
効
果
が
広
が
っ
て
豊
か

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
未
来
を

創
っ
て
い
く
の
が
私
た
ち
の

課
題
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ
　
農
業
に
お
い
て
も
若
い

人
な
り
の
強
み
と
い
う
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

そ
う
い
う
世
の
中
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
最
近
、
私
の
周
り
の
農
家

さ
ん
の
中
に
は
、
自
分
で
農

作
物
の
販
売
先
を
見
つ
け
出

す
人
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
市
場
に
出
す
の

で
は
な
く
、
自
分
で
値
段
を

つ
け
て
直
接
顧
客
に
売
る
の

で
、
手
取
り
が
非
常
に
良
い

と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
分
仕
事
量

も
増
え
て
大
変
に
は
な
る
ん

で
す
が
、
大
変
な
分
だ
け

収
入
が
良
い
の
で
、
よ
り
健
全

な
商
業
活
動
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
の
世
の
中
、「
農
業
は

作
る
だ
け
」で
は
古
く
て
、

「
作
っ
て
売
る
ま
で
が
農
業
」

と
い
う
考
え
が
現
代
の
農
業

の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
農

業
を
営
ん
で
い
る
人
も
、
商

人
の
つ
も
り
で
取
り
組
む
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
若
い
人
は
、
こ
う
い
っ
た

商
業
活
動
が
得
意
な
方
が
多

い
と
思
う
の
で
、
今
現
在
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
っ
て
い
る

方
や
兼
業
で
農
家
を
や
っ
て

い
る
方
で
も
、
専
業
農
家
の

道
に
進
め
ば
き
っ
と
上
手
く

や
っ
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
感
じ
ま
す
。

Ｑ
　
五
戸
町
の
農
業
の
可
能

性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
　
こ
れ
ら
の
施
策
で
五
戸

町
を
発
展
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

　
五
戸
町
の
主
要
産
業
は

農
業
で
す
か
ら
ね
。
や
は
り

農
業
を
中
心
に
考
え
な
い
と

五
戸
町
の
発
展
は
あ
り
え
な

い
と
考
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て
い
ま
す
。
農
家

の
皆
さ
ん
の
所
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を
上
げ
な

け
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ば
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ら
な
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し
、
若
い

人
が
専
業
農
家
に
な
る
に

当
た
っ
て
の
壁
は
、
乗
り

越
え
る
た
め
の
後
押
し
を
し

な
け
れ
ば
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り
ま
せ
ん
。

　
農
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の
皆
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が
元
気
に
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て
い
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ば
、
五
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町

産
品
も
有
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に
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っ
て
、
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の
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名
度
も
向
上
さ
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る
な
ど
、
農
業
を
観
光
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の
１
つ
と
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人
を
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こ
む
こ
と
も
で
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る
よ

う
に
な
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じ
ゃ
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を

期
待
し
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ま
す
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で
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た
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が
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ま
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の

で
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こ
で
農
業
を
営
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で
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り
ま
す
。
主
に
り
ん
ご
の

栽
培
で
す
ね
。
そ
の
他
に
梨

も
栽
培
し
て
い
ま
す
よ
。

りんごの他に梨も栽培しています。

りんごの収穫作業の様子。
今年は平年より早く収穫時期を迎え
ました。

　
り
ん
ご
の
方
は
、「
紅
玉
」、

「
ふ
じ
」、そ
れ
か
ら「
北
斗
」

く
ら
い
で
す
ね
。

　
梨
の
方
は
、「
長
十
郎
」と

「
日
面
紅（
ひ
め
ん
こ
う
）」

で
す
ね
。
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田
ん
ぼ
は
あ
り
ま
す
が
、

今
は
他
の
方
に
貸
し
て
い
ま

す
。
私
ぐ
ら
い
の
規
模
で
は

赤
字
に
な
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し
ま
う
の
で

田
ん
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は
で
き
な
い
で
す
ね
。
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﨑
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は
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は

赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

田
ん
ぼ
は
で
き
な
い
で
す
ね
。

Ａ 

大
沢
義
之 

議
員 

Ａ 

大
沢
義
之 

議
員 

Ａ 

大
沢
義
之 

議
員 

Ａ 

大
沢
義
之 

議
員 

Ａ 
大
沢
義
之 

議
員 

Ａ 

大
沢
義
之 

議
員 
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委
員
長
　
川
　
﨑
　
七
　
洋

副
委
員
長
　
豊
　
田
　
孝
　
夫

委
　
　
員
　
和
　
田
　
智
　
也

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
匡
　
智

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
隆
　
也

委
　
　
員
　
大
久
保
　
和
　
夫

発
行
責
任
者

議

長
　
三
　
浦
　
專
治
郎

令
和
３
年
10
月
22
日
発
行

　
57
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

９
月
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
過
去

最
多
の
58
個
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

過
去
２
番
目
の
多
さ
と
な
る
51
個
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
ま
さ
に
大
躍
進

と
言
え
る
成
績
を
残
し
て
日
本
中
を

歓
喜
に
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
喜
び
の
中
に
い
る
我
々

を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
５
波
の
到
来
で

し
た
。
第
５
波
は
青
森
県
全
域
を
飲

み
込
み
、
我
々
の
生
活
を
過
去
に
な

い
ほ
ど
脅
か
し
ま
し
た
。
し
か
し

今
、
そ
の
第
５
波
の
終
わ
り
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
我
々
の
日
々
の
努
力

が
感
染
拡
大
の
波
を
抑
え
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
い
つ
終
わ
る
と
も
知
れ
な
い

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

第
５
波
は
我
々
の
や
っ
て
き
た
こ
と

が
間
違
っ
て
い
な
い
と
い
う
証
拠
を

残
し
て
く
れ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
私
も
先
日
、
遠
く
の
知
人
を
失
い

ま
し
た
。
せ
め
て
こ
れ
以
上
の
悲
劇

が
広
が
ら
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で

や
っ
て
き
た
確
か
な
対
策
を
油
断
せ

ず
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

委
員
長
　
川
﨑
　
七
洋

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか 次
回
の
議
会
だ
よ
り

は
、
令
和
４
年
１
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

12月定例会は11月30日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

　町村議会議員として公共の福祉の向上や地方自治の振興発展に貢献したとして、赤坂百合子
元議員が高齢者叙勲*（旭日単光章）を受章された。
　その報告のため、令和３年９月６日に正副議長を表敬訪問、同年９月15日定例会閉会後に議
員全員へあいさつに訪れ、議員当時の活躍などを振り返りながら、その御功労と御功績に深く
敬意を表した。

◎赤坂百合子元議員の主な経歴
　平成７年５月に旧倉石村議会議員に初
当選。以来、連続３期12年10か月在職
し、この間、平成15年５月から平成16年
６月まで旧倉石村議会議長を務め、平成
16年７月の旧五戸町・旧倉石村の合併や
議会の運営に尽力された。

高 齢 者 叙 勲 受 章

＊【
高
齢
者
叙
勲
】

　
春
秋
叙
勲
に
よ
っ
て

勲
章
を
授
与
さ
れ
て
い

な
い
功
労
者
に
対
し
、

年
齢
が
88
歳
に
達
し
た

機
会
に
勲
章
が
授
与
さ

れ
、
毎
月
１
日
付
け
で

実
施
し
て
い
る
。

令和３年９月６日、正副議長を表敬訪問された時の様子

令和３年９月１５日、議員控室で受章のあいさつをされた時の様子


